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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　修正期間の間、識別子を含む第１のマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッ
セージを受信することと、前記識別子は、セッションに関連し、
　前記識別子が所望のセッションに関連するかどうかを決定することと、
　前記識別子が所望のセッションに関連しないと決定されるときに、次の修正期間の間、
前記次の修正期間の間にマルチキャスト／ブロードキャスト制御情報を前もって取得せず
に、マルチキャスト／ブロードキャストエリアに関連するマルチキャスト／ブロードキャ
スト制御情報の変化の通知を監視することと、
　前記次の修正期間の間、前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の前記変化の
前記通知を監視しながら、前記次の修正期間の間に、前記マルチキャスト／ブロードキャ
スト制御情報を取得することと、
　を備える、ワイヤレス通信の方法。
【請求項２】
　前記識別子が所望のセッションに関連しないことを決定することと、
　前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の前記変化の前記通知を前もって受信
せずに、前記次の修正期間の間、第２のマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メ
ッセージを監視することと、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
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　前記第１のマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージは、少なくとも１
つの修正期間の間の複数のマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージを備
え、前記複数のマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージの各々は、前記
セッションに関連する前記識別子を含み、前記方法はさらに、
　前記複数のマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージの各々中に含まれ
る前記識別子が前記所望のセッションに関連するかどうかを決定することと、
　各識別子が前記所望のセッションに関連しないことを決定すると、前記少なくとも１つ
の修正期間に続く１つまたは複数の修正期間の中で、さらなるマルチキャスト／ブロード
キャストエリア構成メッセージを監視することをやめることと、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記さらなるマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージを監視すること
を前記やめることは、前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の前記変化の前記
通知が受信されるまで行われる、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　タイマを始動させることをさらに備え、前記さらなるマルチキャスト／ブロードキャス
トエリア構成メッセージを監視することを前記やめることは、前記マルチキャスト／ブロ
ードキャスト制御情報の前記変化の前記通知が受信されるか、または前記タイマが終了す
るまで行われる、請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　タイマを始動させることと、
　前記タイマが終了するまで、前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の前記変
化の前記通知を監視し続けることと、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　第１の修正期間の間、および前記タイマが終了する前、前記マルチキャスト／ブロード
キャスト制御情報の前記変化の前記通知を受信することと、
　前記タイマが終了する前、および前記第１の修正期間に続く第２の修正期間の間、少な
くとも１つのマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージを受信することと
、前記少なくとも１つのマルチキャスト／ブロードキャスト構成メッセージの各々は、セ
ッションに関連する識別子を含み、
　各識別子が前記所望のセッションに関連するかどうかを決定することと、
　各識別子が前記所望のセッションに関連しないことを決定すると、前記マルチキャスト
／ブロードキャスト制御情報の前記変化の第２の通知が受信されるか、または前記タイマ
が終了するまで、さらなるマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージを監
視することをやめることと、
　をさらに備える、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記タイマの終了後、前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の前記変化の前
記通知を前記監視することを停止することと、
　各識別子が前記所望のセッションに関連するかどうかを決定することと、
　各識別子が前記所望のセッションに関連しないことを決定すると、前記所望のセッショ
ンの検索を停止することと、
　をさらに備える、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報は、マルチキャスト制御チャネル（Ｍ
ＣＣＨ）内のマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージの中で受信される
、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報は、発展型マルチメディアブロードキ
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ャストマルチキャストサービス（ｅＭＢＭＳ）に関連する、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　マルチキャスト／ブロードキャストエリアに入ることをさらに備え、前記マルチキャス
ト／ブロードキャストエリアに入ると、前記監視および前記取得が行われる、請求項１に
記載の方法。
【請求項１２】
　修正期間の間、識別子を含む第１のマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッ
セージを受信するための手段と、前記識別子は、セッションに関連し、
　前記識別子が所望のセッションに関連するかどうかを決定するための手段と、
　前記識別子が所望のセッションに関連しないと決定されるときに、次の修正期間の間、
前記次の修正期間の間にマルチキャスト／ブロードキャスト制御情報を前もって取得せず
に、マルチキャスト／ブロードキャストエリアに関連するマルチキャスト／ブロードキャ
スト制御情報の変化の通知を監視するための手段と、
　前記次の修正期間の間、前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の前記変化の
前記通知を監視しながら、前記次の修正期間の間に、前記マルチキャスト／ブロードキャ
スト制御情報を取得するための手段と、
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項１３】
　前記識別子が所望のセッションに関連しないことを決定するための手段と、
　前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の前記変化の前記通知を前もって受信
せずに、前記次の修正期間の間、第２のマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メ
ッセージを監視するための手段と、
　をさらに備える、請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記第１のマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージは、少なくとも１
つの修正期間の間の、複数のマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージを
備え、前記複数のマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージの各々は、前
記セッションに関連する前記識別子を含み、前記装置はさらに、
　前記複数のマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージの各々中に含まれ
る前記識別子が前記所望のセッションに関連するかどうかを決定するための手段と、
　各識別子が前記所望のセッションに関連しないことを決定すると、前記少なくとも１つ
の修正期間に続く１つまたは複数の修正期間の中で、さらなるマルチキャスト／ブロード
キャストエリア構成メッセージを監視することをやめるための手段と、
　をさらに備える、請求項１２に記載の装置。
【請求項１５】
　前記さらなるマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージを監視すること
を前記やめるための手段は、前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の前記変化
の前記通知が受信されるまで監視することをやめるように構成された、請求項１４に記載
の装置。
【請求項１６】
　タイマを始動させるための手段をさらに備え、前記さらなるマルチキャスト／ブロード
キャストエリア構成メッセージを監視することを前記やめるための手段は、前記マルチキ
ャスト／ブロードキャスト制御情報の前記変化の前記通知が受信されるか、または前記タ
イマが終了するまで、監視することをやめるように構成された、請求項１４に記載の装置
。
【請求項１７】
　タイマを始動させるための手段と、
　前記タイマが終了するまで、前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の前記変
化の前記通知を監視し続けるための手段と、
　をさらに備える、請求項１２に記載の装置。
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【請求項１８】
　第１の修正期間の間、および前記タイマが終了する前、前記マルチキャスト／ブロード
キャスト制御情報の前記変化の前記通知を受信するための手段と、
　前記タイマが終了する前、および前記第１の修正期間に続く第２の修正期間の間、前記
第１のマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージを受信するための手段と
、前記少なくとも１つのマルチキャスト／ブロードキャスト構成メッセージの各々は、前
記セッションに関連する識別子を含み、
　各識別子が所望のセッションに関連するかどうかを決定するための手段と、
　各識別子が前記所望のセッションに関連しないことを決定すると、前記マルチキャスト
／ブロードキャスト制御情報の前記変化の第２の通知が受信されるか、または前記タイマ
が終了するまで、さらなるマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージを監
視することをやめるための手段と、
　をさらに備える、請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　前記タイマの終了後、前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の前記変化の前
記通知を前記監視することを停止するための手段と、
　各識別子が前記所望のセッションに関連するかどうかを決定するための手段と、
　各識別子が前記所望のセッションに関連しないことを決定すると、前記所望のセッショ
ンの検索を停止するための手段と、
　をさらに備える、請求項１７に記載の装置。
【請求項２０】
　前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報は、マルチキャスト制御チャネル（Ｍ
ＣＣＨ）内のマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージの中で受信される
、請求項１２に記載の装置。
【請求項２１】
　前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報は、発展型マルチメディアブロードキ
ャストマルチキャストサービス（ｅＭＢＭＳ）に関連する、請求項１２に記載の装置。
【請求項２２】
　前記マルチキャスト／ブロードキャストエリアに入ると、前記マルチキャスト／ブロー
ドキャスト制御情報の前記変化の前記通知を前記監視するための手段は監視を開始し、前
記マルチキャスト／ブロードキャストエリアに入ると、前記マルチキャスト／ブロードキ
ャスト制御情報を前記取得するための手段は取得を開始する、請求項１２に記載の装置。
【請求項２３】
　メモリと、
　前記メモリに結合され、
　　修正期間の間、識別子を含む第１のマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メ
ッセージを受信することと、前記識別子は、セッションに関連し、
　　前記識別子が所望のセッションに関連するかどうかを決定することと、
　　前記識別子が所望のセッションに関連しないと決定されるときに、次の修正期間の間
、前記次の修正期間の間にマルチキャスト／ブロードキャスト制御情報を前もって取得せ
ずに、マルチキャスト／ブロードキャストエリアに関連するマルチキャスト／ブロードキ
ャスト制御情報の変化の通知を監視することと、
　　前記次の修正期間の間、前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の前記変化
の前記通知を監視しながら、前記次の修正期間の間に、前記マルチキャスト／ブロードキ
ャスト制御情報を取得することと、
　を行うように構成された処理システムと、
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項２４】
　前記処理システムは、
　前記識別子が所望のセッションに関連しないことを決定することと、
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　前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の前記変化の前記通知を前もって受信
せずに、前記次の修正期間の間、第２のマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メ
ッセージを監視することと、
　を行うようにさらに構成された、請求項２３に記載の装置。
【請求項２５】
　前記第１のマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージは、少なくとも１
つの修正期間の間の、複数のマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージを
備え、前記複数のマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージの各々は、前
記セッションに関連する前記識別子を含み、前記処理システムは、
　前記複数のマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージの各々中に含まれ
る前記識別子が前記所望のセッションに関連するかどうかを決定することと、
　各識別子が前記所望のセッションに関連しないことを決定すると、前記少なくとも１つ
の修正期間に続く１つまたは複数の修正期間の中で、さらなるマルチキャスト／ブロード
キャストエリア構成メッセージを監視することをやめることと、
　を行うようにさらに構成された、請求項２３に記載の装置。
【請求項２６】
　前記処理システムは、前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の前記変化の前
記通知が受信されるまで、前記さらなるマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メ
ッセージを監視することをやめるように構成された、請求項２５に記載の装置。
【請求項２７】
　前記処理システムはタイマを始動させるようにさらに構成され、前記処理システムは、
前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の前記変化の前記通知が受信されるか、
または前記タイマが終了するまで、前記さらなるマルチキャスト／ブロードキャストエリ
ア構成メッセージを監視することをやめるようにさらに構成された、請求項２５に記載の
装置。
【請求項２８】
　前記処理システムは、
　タイマを始動させることと、
　前記タイマが終了するまで、前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の前記変
化の前記通知を監視し続けることと、
　を行うようにさらに構成された、請求項２３に記載の装置。
【請求項２９】
　前記処理システムは、
　第１の修正期間の間、および前記タイマが終了する前、前記マルチキャスト／ブロード
キャスト制御情報の前記変化の前記通知を受信することと、
　前記タイマが終了する前、および前記第１の修正期間に続く第２の修正期間の間、前記
第１の少なくとも１つのマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージを受信
することと、前記少なくとも１つのマルチキャスト／ブロードキャスト構成メッセージの
各々は、前記セッションに関連する前記識別子を含み、
　各識別子が所望のセッションに関連するかどうかを決定することと、
　各識別子が前記所望のセッションに関連しないことを決定すると、前記マルチキャスト
／ブロードキャスト制御情報の前記変化の第２の通知が受信されるか、または前記タイマ
が終了するまで、さらなるマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージを監
視することをやめることと、
　を行うようにさらに構成された、請求項２８に記載の装置。
【請求項３０】
　前記処理システムは、
　前記タイマの終了後、前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の前記変化の前
記通知を前記監視することを停止することと、
　各識別子が前記所望のセッションに関連するかどうかを決定することと、
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　各識別子が前記所望のセッションに関連しないことを決定すると、前記所望のセッショ
ンの検索を停止することと、
　を行うようにさらに構成された、請求項２８に記載の装置。
【請求項３１】
　前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報は、マルチキャスト制御チャネル（Ｍ
ＣＣＨ）内のマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージの中で受信される
、請求項２３に記載の装置。
【請求項３２】
　前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報は、発展型マルチメディアブロードキ
ャストマルチキャストサービス（ｅＭＢＭＳ）に関連する、請求項２３に記載の装置。
【請求項３３】
　前記マルチキャスト／ブロードキャストエリアに入ると、前記処理システムは、前記マ
ルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の前記変化の前記通知を監視することを開始し
、前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報を取得することを開始するように構成
された、請求項２３に記載の装置。
【請求項３４】
　修正期間の間、識別子を含む第１のマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッ
セージを受信することと、前記識別子は、セッションに関連し、
　前記識別子が所望のセッションに関連するかどうかを決定することと、
　前記識別子が所望のセッションに関連しないと決定されるときに、次の修正期間の間、
前記次の修正期間の間にマルチキャスト／ブロードキャスト制御情報を前もって取得せず
に、マルチキャスト／ブロードキャストエリアに関連するマルチキャスト／ブロードキャ
スト制御情報の変化の通知を監視することと、
　前記次の修正期間の間、前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の前記変化の
前記通知を監視しながら、前記次の修正期間の間に、前記マルチキャスト／ブロードキャ
スト制御情報を取得することと、
　を行うためのコードを記憶する、コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３５】
　前記識別子が所望のセッションに関連しないことを決定することと、
　前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の前記変化の前記通知を前もって受信
せずに、前記次の修正期間の間、第２のマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メ
ッセージを監視することと、
　を行うためのコードをさらに記憶する、請求項３４に記載のコンピュータ可読記憶媒体
。
【請求項３６】
　前記第１のマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージは、少なくとも１
つの修正期間の間の、複数のマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージを
備え、前記複数のマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージは、前記セッ
ションに関連する前記識別子を含み、
　前記複数のマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージの各々中に含まれ
る前記識別子が前記所望のセッションに関連するかどうかを決定することと、
　各識別子が前記所望のセッションに関連しないことを決定すると、前記少なくとも１つ
の修正期間に続く１つまたは複数の修正期間の中で、さらなるマルチキャスト／ブロード
キャストエリア構成メッセージを監視することをやめることと、
　を行うためのコードをさらに記憶する、請求項３４に記載のコンピュータ可読記憶媒体
。
【請求項３７】
　前記さらなるマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージを監視すること
をやめるための前記コードは、前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の前記変
化の前記通知が受信されるまで、監視することをやめる、請求項３６に記載のコンピュー
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タ可読記憶媒体。
【請求項３８】
　タイマを始動させるためのコードをさらに記憶し、前記さらなるマルチキャスト／ブロ
ードキャストエリア構成メッセージを監視することをやめるための前記コードは、前記マ
ルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の前記変化の前記通知が受信されるか、または
前記タイマが終了するまで、監視することをやめる、請求項３６に記載のコンピュータ可
読記憶媒体。
【請求項３９】
　タイマを始動させることと、
　前記タイマが終了するまで、前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の前記変
化の前記通知を監視し続けることと、
　を行うためのコードをさらに記憶する、請求項３４に記載のコンピュータ可読記憶媒体
。
【請求項４０】
　第１の修正期間の間、および前記タイマが終了する前、前記マルチキャスト／ブロード
キャスト制御情報の前記変化の前記通知を受信することと、
　前記タイマが終了する前、および前記第１の修正期間に続く第２の修正期間の間、前記
第１の少なくとも１つのマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージを受信
することと、前記少なくとも１つのマルチキャスト／ブロードキャスト構成メッセージの
各々は、前記セッションに関連する前記識別子を含み、
　各識別子が前記所望のセッションに関連するかどうかを決定することと、
　各識別子が前記所望のセッションに関連しないことを決定すると、前記マルチキャスト
／ブロードキャスト制御情報の前記変化の第２の通知が受信されるか、または前記タイマ
が終了するまで、さらなるマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージを監
視することをやめることと、
　を行うためのコードをさらに記憶する、請求項３９に記載のコンピュータ可読記憶媒体
。
【請求項４１】
　前記タイマの終了後、前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の前記変化の前
記通知を前記監視することを停止することと、
　各識別子が前記所望のセッションに関連するかどうかを決定することと、
　各識別子が前記所望のセッションに関連しないことを決定すると、前記所望のセッショ
ンの検索を停止することと、
　を行うためのコードをさらに記憶する、請求項３９に記載のコンピュータ可読記憶媒体
。
【請求項４２】
　前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報は、マルチキャスト制御チャネル（Ｍ
ＣＣＨ）内のマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージの中で受信される
、請求項３４に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項４３】
　前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報は、発展型マルチメディアブロードキ
ャストマルチキャストサービス（ｅＭＢＭＳ）に関連する、請求項３４に記載のコンピュ
ータ可読記憶媒体。
【請求項４４】
　前記マルチキャスト／ブロードキャストエリアに入ると、前記マルチキャスト／ブロー
ドキャスト制御情報の前記変化の前記通知を監視するための前記コードは監視を開始し、
前記マルチキャスト／ブロードキャストエリアに入ると、前記マルチキャスト／ブロード
キャスト制御情報を取得するための前記コードは取得を開始する、請求項３４に記載の非
一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
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【優先権の主張】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本出願は、本出願の譲受人に譲渡され、その内容全体が参照により本明細書に明確に組
み込まれている、Ａ　ＭＥＴＨＯＤ　ＡＮＤ　ＡＮ　ＡＰＰＡＲＡＴＵＳ　ＴＯ　ＯＰＴ
ＩＭＩＺＥ　ＭＯＮＩＴＯＲＩＮＧ　ＦＯＲ　Ａ　ＮＥＷ　ＥＭＢＭＳ　ＳＥＳＳＩＯＮ
　ＩＮ　ＬＴＥ　ＮＥＴＷＯＲＫＳと題する、２０１１年１２月１日に出願された米国出
願第１３／３０９，５４０号の利益を主張するものである。
【技術分野】
【０００２】
　本開示は、一般に、通信システムに関し、より詳細には、ロングタームエボリューショ
ン（ＬＴＥ）ネットワーク内の新しい発展型マルチメディアブロードキャストマルチキャ
ストサービス（ｅＭＢＭＳ）セッションの監視（モニタリング）を最適化することに関す
る。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、電話、ビデオ、データ、メッセージング、およびブ
ロードキャストなどの様々な電気通信サービスを提供するために広く展開されている。典
型的なワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、帯域幅、送
信電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元
接続技術を採用し得る。そのような多元接続技術の例には、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ
）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）シ
ステム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数分割
多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、および時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－ＳＣ
ＤＭＡ）システムがある。
【０００４】
　[0004]これらの多元接続技術は、異なるワイヤレスデバイスが都市、国家、地域、さら
には地球規模で通信することを可能にする共通プロトコルを与えるために様々な電気通信
規格において採用されている。新生の電気通信規格の一例はロングタームエボリューショ
ン（ＬＴＥ）である。ＬＴＥは、Ｔｈｉｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓ
ｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ（３ＧＰＰ）によって公表されたＵｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉ
ｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍ（ＵＭＴＳ）モバイル規格
の拡張セットである。ＬＴＥは、スペクトル効率を改善することによってモバイルブロー
ドバンドインターネットアクセスをより良くサポートし、コストを下げ、サービスを改善
し、新しいスペクトルを利用し、かつ、ダウンリンク（ＤＬ）上ではＯＦＤＭＡを、アッ
プリンク（ＵＬ）上ではＳＣ－ＦＤＭＡを使用し、多入力多出力（ＭＩＭＯ）アンテナ技
術を使用して他のオープン規格とより良く統合するように設計されている。しかしながら
、モバイルブロードバンドアクセスに対する需要が増加し続けるにつれて、ＬＴＥ技術の
さらなる改善が必要である。好ましくは、これらの改善は、他の多元接続技術と、これら
の技術を採用する電気通信規格とに適用可能であるべきである。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]本開示のある態様では、方法、コンピュータプログラム製品、および装置が提供
される。装置は、マルチキャスト／ブロードキャストエリアに関連するマルチキャスト／
ブロードキャスト制御情報を前もって取得せずに、マルチキャスト／ブロードキャスト制
御情報の変化の通知を監視する。その上、装置は、マルチキャスト／ブロードキャスト制
御情報の変化の通知を監視しながら、マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報を取得
する。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
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【図１】ネットワークアーキテクチャの一例を示す図。
【図２】アクセスネットワークの一例を示す図。
【図３】ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の一例を示す図。
【図４】ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の一例を示す図。
【図５】ユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロトコルアーキテクチャの一
例を示す図。
【図６】アクセスネットワーク中の発展型ノードＢおよびユーザ機器の一例を示す図。
【図７】マルチメディアブロードキャストオーバー単一周波数ネットワーク（Multi-Medi
a Broadcast over a Single Frequency Network）中の発展型マルチキャストブロードキ
ャストマルチメディアサービスを示す図。
【図８】あるｅＭＢＭＳコンテンツの受信を示すための図。
【図９】新しいｅＭＢＭＳセッションの監視を最適化する方法のフローチャート。
【図１０】例示的な方法を示すための図。
【図１１】ワイヤレス通信の第１の方法のフローチャート。
【図１２】ワイヤレス通信の第２の方法のフローチャート。
【図１３】ワイヤレス通信の第３の方法のフローチャート。
【図１４】ワイヤレス通信の第４の方法のフローチャート。
【図１５】ワイヤレス通信の第５の方法のフローチャート。
【図１６】例示的な装置中の異なるモジュール／手段／構成要素間のデータフローを示す
概念データフロー図。
【図１７】処理システムを用いる装置のためのハードウェア実装形態の一例を示す図。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　[0023]添付の図面に関して以下に示す発明を実施するための形態は、様々な構成を説明
するものであり、本明細書で説明する概念が実施され得る唯一の構成を表すものではない
。発明を実施するための形態は、様々な概念の完全な理解を与えるための具体的な詳細を
含む。ただし、これらの概念はこれらの具体的な詳細なしに実施され得ることが当業者に
は明らかであろう。いくつかの例では、そのような概念を不明瞭にしないように、よく知
られている構造および構成要素をブロック図の形式で示す。
【０００８】
　[0024]次に、様々な装置および方法に関して電気通信システムのいくつかの態様を提示
する。これらの装置および方法について、以下の詳細な説明において説明し、（「要素」
と総称される）様々なブロック、モジュール、構成要素、回路、ステップ、プロセス、ア
ルゴリズムなどによって添付の図面に示す。これらの要素は、電子ハードウェア、コンピ
ュータソフトウェア、またはそれらの任意の組合せを使用して実装され得る。そのような
要素をハードウェアとして実装するか、またはソフトウェアとして実装するかは、特定の
適用例および全体的なシステムに課された設計制約に依存する。
【０００９】
　[0025]例として、要素、または要素の任意の部分、または要素の任意の組合せは、１つ
または複数のプロセッサを含む「処理システム」を用いて実装され得る。プロセッサの例
には、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）
、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイス（
ＰＬＤ）、状態機械、ゲート論理、個別ハードウェア回路、および本開示全体にわたって
説明する様々な機能を実施するように構成された他の好適なハードウェアがある。処理シ
ステム中の１つまたは複数のプロセッサは、ソフトウェアを実行し得る。ソフトウェアは
、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウェア記述言
語などの名称にかかわらず、命令、命令セット、コード、コードセグメント、プログラム
コード、プログラム、サブプログラム、ソフトウェアモジュール、アプリケーション、ソ
フトウェアアプリケーション、ソフトウェアパッケージ、ルーチン、サブルーチン、オブ
ジェクト、実行ファイル、実行スレッド、プロシージャ、関数などを意味すると広く解釈
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されたい。
【００１０】
　[0026]したがって、１つまたは複数の例示的な実施形態では、説明する機能は、ハード
ウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。
ソフトウェアで実装した場合、機能は、コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、または
コンピュータ可読媒体上に１つまたは複数の命令またはコードとして符号化され得る。コ
ンピュータ可読媒体はコンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータによって
アクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのような
コンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭもしくは他の光
ディスクストレージ、磁気ディスクストレージもしくは他の磁気記憶デバイス、または命
令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを搬送または記憶するために使用で
き、コンピュータによってアクセスできる任意の他の媒体を備えることができる。本明細
書で使用するディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）
（ＣＤ）、レーザディスク（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（di
sc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録
商標）ディスク（disc）を含み、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、
ディスク（disc）は、データをレーザで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ
可読媒体の範囲内に含めるべきである。
【００１１】
　[0027]図１は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャ１００を示す図である。ＬＴＥネッ
トワークアーキテクチャ１００は、発展型パケットシステム（ＥＰＳ）１００と呼ばれる
場合がある。ＥＰＳ１００は、１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）１０２と、発展型Ｕ
ＭＴＳ地上波無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）１０４と、発展型パケットコ
ア（ＥＰＣ）１１０と、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ）１２０と、事業者のＩＰサービス
１２２とを含み得る。ＥＰＳは他のアクセスネットワークと相互接続することができるが
、簡単のために、それらのエンティティ／インターフェースは図示していない。図示のよ
うに、ＥＰＳはパケット交換サービスを提供するが、当業者なら容易に諒解するように、
本開示全体にわたって提示する様々な概念は、回線交換サービスを提供するネットワーク
に拡張され得る。
【００１２】
　[0028]Ｅ－ＵＴＲＡＮは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）１０６と他のｅＮＢ１０８とを含
む。ｅＮＢ１０６は、ＵＥ１０２に対してユーザプレーンプロトコル終端と制御プレーン
プロトコル終端とを与える。ｅＮＢ１０６は、Ｘ２インターフェース（たとえば、バック
ホール）を介して他のｅＮＢ１０８に接続され得る。ｅＮＢ１０６は、基地局、送受信基
地局、無線基地局、無線トランシーバ、トランシーバ機能、基本サービスセット（ＢＳＳ
：basic service set）、拡張サービスセット（ＥＳＳ：extended service set）、また
は何らかの他の好適な用語で呼ばれることもある。ｅＮＢ１０６は、ＵＥ１０２にＥＰＣ
１１０へのアクセスポイントを与える。ＵＥ１０２の例には、セルラーフォン、スマート
フォン、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ：session initiation protocol）電話、ラ
ップトップ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、衛星無線、全地球測位システム、マルチメディア
デバイス、ビデオデバイス、デジタルオーディオプレーヤ（たとえば、ＭＰ３プレーヤ）
、カメラ、ゲーム機、または任意の他の同様の機能デバイスがある。ＵＥ１０２は、当業
者によって、移動局、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニッ
ト、リモートユニット、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイ
ス、リモートデバイス、モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端
末、リモート端末、ハンドセット、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライ
アント、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることもある。
【００１３】
　[0029]ｅＮＢ１０６は、Ｓ１インターフェースによってＥＰＣ１１０に接続される。Ｅ
ＰＣ１１０は、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ：Mobility Management Entity）１
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１２と、他のＭＭＥ１１４と、サービングゲートウェイ１１６と、パケットデータネット
ワーク（ＰＤＮ：Packet Data Network）ゲートウェイ１１８とを含む。ＭＭＥ１１２は
、ＵＥ１０２とＥＰＣ１１０との間のシグナリングを処理する制御ノードである。概して
、ＭＭＥ１１２は、ベアラおよび接続管理を行う。すべてのユーザＩＰパケットは、サー
ビングゲートウェイ１１６を通して転送され、サービングゲートウェイ１１６自体はＰＤ
Ｎゲートウェイ１１８に接続される。ＰＤＮゲートウェイ１１８は、ＵＥのＩＰアドレス
割振りならびに他の機能を与える。ＰＤＮゲートウェイ１１８は、事業者のＩＰサービス
１２２に接続される。事業者のＩＰサービス１２２は、インターネットと、イントラネッ
トと、ＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ：IP Multimedia Subsystem）と、ＰＳ
ストリーミングサービス（ＰＳＳ：PS Streaming Service）とを含み得る。
【００１４】
　[0030]図２は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャにおけるアクセスネットワーク２０
０の一例を示す図である。この例では、アクセスネットワーク２００は、いくつかのセル
ラー領域（セル）２０２に分割される。１つまたは複数のより低い電力クラスのｅＮＢ２
０８は、セル２０２のうちの１つまたは複数と重複するセルラー領域２１０を有し得る。
より低い電力クラスのｅＮＢ２０８は、リモートラジオヘッド（ＲＲＨ：remote radio h
ead）と呼ばれることがある。より低い電力クラスのｅＮＢ２０８は、フェムトセル（た
とえば、ホームｅＮＢ（ＨｅＮＢ））、ピコセル、またはマイクロセルであり得る。マク
ロｅＮＢ２０４は各々、それぞれのセル２０２に割り当てられ、セル２０２中のすべての
ＵＥ２０６にＥＰＣ１１０へのアクセスポイントを与えるように構成される。アクセスネ
ットワーク２００のこの例には集中コントローラはないが、代替構成では集中コントロー
ラが使用され得る。ｅＮＢ２０４は、無線ベアラ制御、承認制御、モビリティ制御、スケ
ジューリング、セキュリティ、およびサービングゲートウェイ１１６への接続性を含む、
すべての無線関係機能を担当する。
【００１５】
　[0031]アクセスネットワーク２００によって採用される変調および多元接続方式は、展
開されている特定の電気通信規格に応じて異なり得る。ＬＴＥ適用例では、周波数分割複
信（ＦＤＤ：frequency division duplexing）と時分割複信（ＴＤＤ：time division du
plexing）の両方をサポートするために、ＯＦＤＭがＤＬ上で使用され、ＳＣ－ＦＤＭＡ
がＵＬ上で使用される。当業者なら以下の詳細な説明から容易に諒解するように、本明細
書で提示する様々な概念は、ＬＴＥ適用例に好適である。ただし、これらの概念は、他の
変調および多元接続技法を採用する他の電気通信規格に容易に拡張され得る。例として、
これらの概念は、Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ－Ｄａｔａ　Ｏｐｔｉｍｉｚｅｄ（ＥＶ－ＤＯ）ま
たはＵｌｔｒａ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｂｒｏａｄｂａｎｄ（ＵＭＢ）に拡張され得る。ＥＶ－
ＤＯおよびＵＭＢは、ＣＤＭＡ２０００規格ファミリーの一部として３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒ
ａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ　２（３ＧＰＰ２）によって公表
されたエアインターフェース規格であり、ＣＤＭＡを利用して移動局にブロードバンドイ
ンターネットアクセスを提供する。これらの概念はまた、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ
）、およびＴＤ－ＳＣＤＭＡ、ＴＤＭＡを採用するＧｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ
　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ（ＧＳＭ）（登録商標）、およびＥｖｏ
ｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）など、ＣＤＭＡの他の変形体を採用するＵｎｉｖｅ
ｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ（ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ
８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２．
２０、およびＯＦＤＭＡを採用するＦｌａｓｈ－ＯＦＤＭに拡張され得る。ＵＴＲＡ、Ｅ
－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥおよびＧＳＭは、３ＧＰＰという組織からの文書に記載さ
れている。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、３ＧＰＰ２という組織からの文書に記載さ
れている。採用される実際のワイヤレス通信規格および多元接続技術は、特定の適用例お
よびシステムに課せられる全体的な設計制約に依存することになる。
【００１６】
　[0032]ｅＮＢ２０４は、ＭＩＭＯ技術をサポートする複数のアンテナを有し得る。ＭＩ
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ＭＯ技術の使用により、ｅＮＢ２０４は、空間多重化、ビームフォーミング、および送信
ダイバーシティをサポートするために空間領域を活用することが可能になる。空間多重化
は、データの異なるストリームを同じ周波数上で同時に送信するために使用され得る。デ
ータストリームは、データレートを増加させるために単一のＵＥ２０６に送信されるか、
または全体的なシステム容量を増加させるために複数のＵＥ２０６に送信され得る。これ
は、各データストリームを空間的にプリコードし（すなわち、振幅および位相のスケーリ
ングを適用し）、次いでＤＬ上で複数の送信アンテナを通して空間的にプリコードされた
各ストリームを送信することによって達成される。空間的にプリコードされたデータスト
リームは、異なる空間シグナチャとともに（１つまたは複数の）ＵＥ２０６に到着し、こ
れにより、（１つまたは複数の）ＵＥ２０６の各々がそのＵＥ２０６に宛てられた１つま
たは複数のデータストリームを復元することが可能になる。ＵＬ上で、各ＵＥ２０６は、
空間的にプリコードされたデータストリームを送信し、これにより、ｅＮＢ２０４は、空
間的にプリコードされた各データストリームのソースを識別することが可能になる。
【００１７】
　[0033]空間多重化は、概して、チャネル状態が良好であるときに使用される。チャネル
状態があまり良好でないときは、送信エネルギーを１つまたは複数の方向に集中させるた
めにビームフォーミングが使用され得る。これは、複数のアンテナを通して送信するため
のデータを空間的にプリコーディングすることによって達成され得る。セルのエッジにお
いて良好なカバレージを達成するために、送信ダイバーシティと組み合わせてシングルス
トリームビームフォーミング送信が使用され得る。
【００１８】
　[0034]以下の詳細な説明では、ＤＬ上でＯＦＤＭをサポートするＭＩＭＯシステムを参
照しながらアクセスネットワークの様々な態様について説明する。ＯＦＤＭは、ＯＦＤＭ
シンボル内のいくつかのサブキャリアを介してデータを変調するスペクトル拡散技法であ
る。サブキャリアは、正確な周波数で離間する。離間は、受信機がサブキャリアからデー
タを復元することを可能にする「直交性」を与える。時間領域では、ＯＦＤＭシンボル間
干渉をなくすために、ガードインターバル（たとえば、サイクリックプレフィックス）が
各ＯＦＤＭシンボルに追加され得る。ＵＬは、高いピーク対平均電力比（ＰＡＰＲ：peak
-to-average power ratio）を補償するために、ＳＣ－ＦＤＭＡをＤＦＴ拡散ＯＦＤＭ信
号の形態で使用し得る。
【００１９】
　[0035]図３は、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の一例を示す図３００である。フレー
ム（１０ｍｓ）は、等しいサイズの１０個のサブフレームに分割され得る。各サブフレー
ムは、２つの連続するタイムスロットを含み得る。２つのタイムスロットを表すためにリ
ソースグリッドが使用され得、各タイムスロットはリソースブロックを含む。リソースグ
リッドは複数のリソース要素に分割される。ＬＴＥでは、リソースブロックは、周波数領
域中に１２個の連続サブキャリアを含んでおり、各ＯＦＤＭシンボル中のノーマルサイク
リックプレフィックスについて、時間領域中に７個の連続ＯＦＤＭシンボル、または８４
個のリソース要素を含んでいる。拡張サイクリックプレフィックスについて、リソースブ
ロックは、時間領域中に６個の連続ＯＦＤＭシンボルを含んでおり、７２個のリソース要
素を有する。Ｒ３０２、３０４として示されるリソース要素のいくつかはＤＬ基準信号（
ＤＬ－ＲＳ：DL reference signal）を含む。ＤＬ－ＲＳは、（共通ＲＳと呼ばれること
もある）セル固有ＲＳ（ＣＲＳ：Cell-specific RS）３０２と、ＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－Ｒ
Ｓ：UE-specific RS）３０４とを含む。ＵＥ－ＲＳ３０４は、対応する物理ＤＬ共有チャ
ネル（ＰＤＳＣＨ：physical DL shared channel）がマッピングされるリソースブロック
上でのみ送信される。各リソース要素によって搬送されるビット数は変調方式に依存する
。したがって、ＵＥが受信するリソースブロックが多いほど、および変調方式が高いほど
、ＵＥのデータレートは高くなる。
【００２０】
　[0036]図４は、ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の一例を示す図４００である。ＵＬの
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ための利用可能なリソースブロックは、データセクションと制御セクションとに区分され
得る。制御セクションは、システム帯域幅の２つのエッジにおいて形成され得、かつ構成
可能なサイズを有し得る。制御セクション中のリソースブロックは、制御情報を送信する
ためにＵＥに割り当てられ得る。データセクションは、制御セクション中に含まれないす
べてのリソースブロックを含み得る。ＵＬフレーム構造は、データセクション中の連続す
るサブキャリアのすべてを単一のＵＥに割り当てることを可能にし得る連続サブキャリア
を含むデータセクションを生じる。
【００２１】
　[0037]ＵＥには、ｅＮＢに制御情報を送信するために、制御セクション中のリソースブ
ロック４１０ａ、４１０ｂが割り当てられ得る。ＵＥには、ｅＮＢにデータを送信するた
めに、データセクション中のリソースブロック４２０ａ、４２０ｂも割り当てられ得る。
ＵＥは、制御セクション中の割り当てられたリソースブロック上の物理ＵＬ制御チャネル
（ＰＵＣＣＨ：physical uplink control channel）中で制御情報を送信し得る。ＵＥは
、データセクション中の割り当てられたリソースブロック上の物理ＵＬ共有チャネル（Ｐ
ＵＳＣＨ：physical uplink shared channel）中でデータのみまたはデータと制御情報の
両方を送信し得る。ＵＬ送信は、サブフレームの両方のスロットにわたり得、かつ周波数
上でホッピングし得る。
【００２２】
　[0038]初期システムアクセスを実行し、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ：
physical random access channel）４３０中でＵＬ同期を達成するためにリソースブロッ
クのセットが使用され得る。ＰＲＡＣＨ４３０は、ランダムシーケンスを搬送し、いかな
るＵＬデータ／シグナリングも搬送することができない。各ランダムアクセスプリアンブ
ルは、６つの連続するリソースブロックに対応する帯域幅を占有する。開始周波数はネッ
トワークによって指定される。すなわち、ランダムアクセスプリアンブルの送信は、ある
時間リソースおよび周波数リソースに制限される。周波数ホッピングはＰＲＡＣＨにはな
い。ＰＲＡＣＨ試みは単一のサブフレーム（１ｍｓ）中でまたは少数の連続サブフレーム
のシーケンス中で搬送され、ＵＥは、フレーム（１０ｍｓ）ごとに単一のＰＲＡＣＨ試み
だけを行うことができる。
【００２３】
　[0039]図５は、ＬＴＥにおけるユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロト
コルアーキテクチャの一例を示す図５００である。ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロト
コルアーキテクチャは、レイヤ１、レイヤ２、およびレイヤ３の３つのレイヤとともに示
されている。レイヤ１（Ｌ１レイヤ）は最下位レイヤであり、様々な物理レイヤ信号処理
機能を実装する。Ｌ１レイヤを本明細書では物理レイヤ５０６と呼ぶ。レイヤ２（Ｌ２レ
イヤ）５０８は、物理レイヤ５０６の上にあり、物理レイヤ５０６を介したＵＥとｅＮＢ
との間のリンクを担当する。
【００２４】
　[0040]ユーザプレーンでは、Ｌ２レイヤ５０８は、ネットワーク側のｅＮＢにおいて終
端される、媒体アクセス制御（ＭＡＣ：media access control）サブレイヤ５１０と、無
線リンク制御（ＲＬＣ：radio link control）サブレイヤ５１２と、パケットデータコン
バージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ：packet data convergence protocol）５１４サブレ
イヤとを含む。図示されていないが、ＵＥは、Ｌ２レイヤ５０８の上に、ネットワーク側
のＰＤＮゲートウェイ１１８において終端されるネットワークレイヤ（たとえば、ＩＰレ
イヤ）と、接続の他端（たとえば、ファーエンドＵＥ、サーバなど）において終端される
アプリケーションレイヤとを含むいくつかの上位レイヤを有し得る。
【００２５】
　[0041]ＰＤＣＰサブレイヤ５１４は、異なる無線ベアラと論理チャネルとの間で多重化
を行う。ＰＤＣＰサブレイヤ５１４はまた、無線送信オーバーヘッドを低減するために上
位レイヤデータパケットのヘッダ圧縮と、データパケットを暗号化することによるセキュ
リティと、ＵＥに対するｅＮＢ間のハンドオーバサポートとを与える。ＲＬＣサブレイヤ
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５１２は、上位レイヤデータパケットのセグメンテーションおよび再統合と、紛失データ
パケットの再送信と、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ：hybrid automatic repeat 
request）による、順が狂った受信を補正するデータパケットの並べ替えとを行う。ＭＡ
Ｃサブレイヤ５１０は、論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化を行う。
ＭＡＣサブレイヤ５１０はまた、ＵＥの間で１つのセル内の様々な無線リソース（たとえ
ば、リソースブロック）を割り振ることを担当する。ＭＡＣサブレイヤ５１０はまたＨＡ
ＲＱ動作を担当する。
【００２６】
　[0042]制御プレーンにおいて、ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロトコルアーキテクチ
ャは、制御プレーンのためのヘッダ圧縮機能がないことを除いて、物理レイヤ５０６およ
びＬ２レイヤ５０８について実質的に同じである。制御プレーンはまた、レイヤ３（Ｌ３
レイヤ）中に無線リソース制御（ＲＲＣ：radio resource control）サブレイヤ５１６を
含む。ＲＲＣサブレイヤ５１６は、無線リソース（すなわち、無線ベアラ）を取得するこ
とと、ｅＮＢとＵＥとの間のＲＲＣシグナリングを使用して下位レイヤを構成することと
を担当する。
【００２７】
　[0043]図６は、アクセスネットワーク中でＵＥ６５０と通信しているｅＮＢ６１０のブ
ロック図である。ＤＬでは、コアネットワークからの上位レイヤパケットが、コントロー
ラ／プロセッサ６７５に与えられる。コントローラ／プロセッサ６７５は、Ｌ２レイヤの
機能を実装する。ＤＬでは、コントローラ／プロセッサ６７５は、様々な優先度メトリッ
クに基づいてヘッダ圧縮と、暗号化と、パケットのセグメント化および並べ替えと、論理
チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化と、ＵＥ６５０への無線リソース割振
りとを行う。コントローラ／プロセッサ６７５はまた、ＨＡＲＱ動作と、紛失パケットの
再送信と、ＵＥ６５０へのシグナリングとを担当する。
【００２８】
　[0044]送信（ＴＸ）プロセッサ６１６は、Ｌ１レイヤ（すなわち、物理レイヤ）のため
の様々な信号処理機能を実装する。信号処理機能は、ＵＥ６５０における前方誤り訂正（
ＦＥＣ：forward error correction）と、様々な変調方式（たとえば、２位相シフトキー
イング（ＢＰＳＫ：binary phase-shift keying）、４位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ
：quadrature phase-shift keying）、Ｍ位相シフトキーイング（Ｍ－ＰＳＫ：M-phase-s
hift keying）、多値直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ：M-quadrature amplitude modulation）
）に基づいた信号コンスタレーションへのマッピングとを可能にするために、コーディン
グとインターリービングとを含む。次いで、符号化され変調されたシンボルは並列ストリ
ームに分割される。各ストリームは、次いでＯＦＤＭサブキャリアにマッピングされ、時
間領域および／または周波数領域中で基準信号（たとえば、パイロット）と多重化され、
次いで逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ：Inverse Fast Fourier Transform）を使用して互
いに合成されて、時間領域ＯＦＤＭシンボルストリームを搬送する物理チャネルを生成す
る。ＯＦＤＭストリームは、複数の空間ストリームを生成するために空間的にプリコーデ
ィングされる。チャネル推定器６７４からのチャネル推定値は、符号化および変調方式を
決定するために、ならびに空間処理のために使用され得る。チャネル推定値は、ＵＥ６５
０によって送信される基準信号および／またはチャネル状態フィードバックから導出され
得る。次いで、各空間ストリームは、別個の送信機６１８ＴＸを介して異なるアンテナ６
２０に与えられる。各送信機６１８ＴＸは、送信のためにそれぞれの空間ストリームでＲ
Ｆキャリアを変調する。
【００２９】
　[0045]ＵＥ６５０において、各受信機６５４ＲＸは、それのそれぞれのアンテナ６５２
を通して信号を受信する。各受信機６５４ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情報を復
元し、受信機（ＲＸ）プロセッサ６５６に情報を与える。ＲＸプロセッサ６５６は、Ｌ１
レイヤの様々な信号処理機能を実装する。ＲＸプロセッサ６５６は、ＵＥ６５０に宛てら
れた任意の空間ストリームを復元するために、情報に対して空間処理を実行する。複数の
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空間ストリームがＵＥ６５０に宛てられた場合、それらはＲＸプロセッサ６５６によって
単一のＯＦＤＭシンボルストリームに合成され得る。ＲＸプロセッサ６５６は、次いで高
速フーリエ変換（ＦＦＴ：Fast Fourier Transform）を使用してＯＦＤＭシンボルストリ
ームを時間領域から周波数領域に変換する。周波数領域信号は、ＯＦＤＭ信号のサブキャ
リアごとに別々のＯＦＤＭシンボルストリームを備える。各サブキャリア上のシンボルと
基準信号とは、ｅＮＢ６１０によって送信される、可能性が最も高い信号のコンスタレー
ションポイントを決定することによって復元され、復調される。これらの軟判定は、チャ
ネル推定器６５８によって計算されるチャネル推定値に基づき得る。軟判定は、次いで、
物理チャネル上でｅＮＢ６１０によって最初に送信されたデータおよび制御信号を復元す
るために復号され、デインターリーブされる。データおよび制御信号は、次いでコントロ
ーラ／プロセッサ６５９に与えられる。
【００３０】
　[0046]コントローラ／プロセッサ６５９はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロ
セッサは、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６６０に関連し得る。メモリ６
６０はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。ＵＬでは、制御／プロセッサ６５９
は、コアネットワークからの上位レイヤパケットを復元するために、トランスポートチャ
ネルと論理チャネルとの間での多重分離と、パケット再統合と、復号と、ヘッダ復元と、
制御信号処理とを行う。上位レイヤパケットは、次いで、Ｌ２レイヤの上のすべてのプロ
トコルレイヤを表すデータシンク６６２に与えられる。また、様々な制御信号がＬ３処理
のためにデータシンク６６２に与えられ得る。コントローラ／プロセッサ６５９はまた、
ＨＡＲＱ動作をサポートするために肯定応答（ＡＣＫ）および／または否定応答（ＮＡＣ
Ｋ）プロトコルを使用した誤り検出を担当する。
【００３１】
　[0047]ＵＬにおいて、データソース６６７は、コントローラ／プロセッサ６５９に上位
レイヤパケットを与えるために使用される。データソース６６７は、Ｌ２レイヤの上のす
べてプロトコルレイヤを表す。ｅＮＢ６１０によるＤＬ送信に関して説明した機能と同様
に、コントローラ／プロセッサ６５９は、ヘッダ圧縮と、暗号化と、パケットのセグメン
ト化および並べ替えと、ｅＮＢ６１０による無線リソース割振りに基づいた論理チャネル
とトランスポートチャネルとの間の多重化とを行うことによって、ユーザプレーンおよび
制御プレーンのためのＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロセッサ６５９はまた、
ＨＡＲＱ動作、紛失パケットの再送信、およびｅＮＢ６１０へのシグナリングを担当する
。
【００３２】
　[0048]ｅＮＢ６１０によって送信される基準信号またはフィードバックからの、チャネ
ル推定器６５８によって導出されるチャネル推定値は、適切な符号化および変調方式を選
択することと、空間処理を可能にすることとを行うために、ＴＸプロセッサ６６８によっ
て使用され得る。ＴＸプロセッサ６６８によって生成される空間ストリームは、別個の送
信機６５４ＴＸを介して異なるアンテナ６５２に与えられる。各送信機６５４ＴＸは、送
信のためにそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを変調する。
【００３３】
　[0049]ＵＬ送信は、ＵＥ６５０における受信機機能に関して説明した方法と同様の方法
でｅＮＢ６１０において処理される。各受信機６１８ＲＸは、そのそれぞれのアンテナ６
２０を通して信号を受信する。各受信機６１８ＲＸは、ＲＦキャリア上で変調された情報
を復元し、ＲＸプロセッサ６７０に情報を与える。ＲＸプロセッサ６７０は、Ｌ１レイヤ
を実装し得る。
【００３４】
　[0050]コントローラ／プロセッサ６７５は、Ｌ２レイヤを実装する。コントローラ／プ
ロセッサ６７５は、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６７６に関連し得る。
メモリ６７６は、コンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。ＵＬでは、制御／プロセ
ッサ６７５は、ＵＥ６５０からの上位レイヤパケットを復元するために、トランスポート
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チャネルと論理チャネルとの間での多重分離と、パケット再統合と、復号と、ヘッダ復元
と、制御信号処理とを行う。コントローラ／プロセッサ６７５からの上位レイヤパケット
はコアネットワークに与えられ得る。コントローラ／プロセッサ６７５はまた、ＨＡＲＱ
動作をサポートするためにＡＣＫおよび／またはＮＡＣＫプロトコルを使用した誤り検出
を担当する。
【００３５】
　[0051]図７は、マルチメディアブロードキャストオーバー単一周波数ネットワーク（Ｍ
ＢＳＦＮ）中の発展型マルチキャストブロードキャストマルチメディアサービス（ｅＭＢ
ＭＳ）を示す図７５０である。セル７５２’中のｅＮＢ７５２は、第１のＭＢＳＦＮエリ
アを形成し得、セル７５４’中のｅＮＢ７５４は、第２のＭＢＳＦＮエリアを形成し得る
。ｅＮＢ７５２、７５４は、他のＭＢＳＦＮエリア、たとえば、最高合計８つのＭＢＳＦ
Ｎエリアに関連し得る。ＭＢＳＦＮエリア内のセルが予約済みセルに指定され得る。予約
済みセルは、マルチキャスト／ブロードキャストコンテンツを与えないが、セル７５２’
、７５４’に時間同期させられ得、ＭＢＳＦＮエリアへの干渉を制限するために、ＭＢＳ
ＦＮリソース上で電力を制限し得る。ＭＢＳＦＮエリア中の各ｅＮＢは、同じｅＭＢＭＳ
制御情報およびデータを同期的に送信する。各エリアは、ブロードキャストサービス、マ
ルチキャストサービス、およびユニキャストサービスをサポートし得る。ユニキャストサ
ービスは、特定のユーザを対象とするサービス、たとえば、音声通話である。マルチキャ
ストサービスは、ユーザのグループによって受信され得るサービス、たとえば、サブスク
リプションビデオサービスである。ブロードキャストサービスは、すべてのユーザによっ
て受信され得るサービス、たとえば、ニュースブロードキャストである。図７を参照する
と、第１のＭＢＳＦＮエリアは、特定のニュースブロードキャストをＵＥ７７０に与える
ことなどによって、第１のｅＭＢＭＳブロードキャストサービスをサポートし得る。第２
のＭＢＳＦＮエリアは、異なるニュースブロードキャストをＵＥ７６０に与えることなど
によって、第２のｅＭＢＭＳブロードキャストサービスをサポートし得る。各ＭＢＳＦＮ
エリアは、複数の物理マルチキャストチャネル（ＰＭＣＨ：physical multicast channel
）（たとえば、１５個のＰＭＣＨ）をサポートする。各ＰＭＣＨはマルチキャストチャネ
ル（ＭＣＨ：multicast channel）に対応する。各ＭＣＨは、複数（たとえば、２９個）
のマルチキャスト論理チャネルを多重化することができる。各ＭＢＳＦＮエリアは、１つ
のマルチキャスト制御チャネル（ＭＣＣＨ：multicast control channel）を有し得る。
したがって、１つのＭＣＨは、１つのＭＣＣＨと複数のマルチキャストトラフィックチャ
ネル（ＭＴＣＨ：multicast traffic channel）とを多重化し得、残りのＭＣＨは複数の
ＭＴＣＨを多重化し得る。
【００３６】
　[0052]図８は、あるｅＭＢＭＳコンテンツの受信を示すための図８００である。ｅＭＢ
ＭＳコンテンツは、システム情報ブロック１３（ＳＩＢ１３）、ＭＣＣＨ、ＭＣＨスケジ
ューリング情報（ＭＳＩ）、およびＭＣＣＨ情報変化メッセージの通知などの制御／シス
テム情報と、ＭＴＣＨなどのトラフィックデータと、他のｅＭＢＭＳ関連コンテンツとを
含む。図８に示されたように、ＵＥはＳＩＢ１３　８０２を受信する。ＳＩＢ１３は、セ
ルによってサポートされる各ＭＢＳＦＮのＭＢＳＦＮエリア識別子（ＩＤ）と、ＭＢＳＦ
Ｎエリアごとの非ＭＢＳＦＮ領域長（１つまたは２つのシンボル）と、ＭＣＣＨおよびＭ
ＣＣＨ内のＭＢＳＦＮエリア構成メッセージ８０４を受信するためのＭＢＳＦＮエリアご
とのＭＣＣＨ構成と、ＭＣＣＨ情報変化の通知８０６を受信するための通知情報とを示す
ことができる。ＭＢＳＦＮエリア構成メッセージ８０４は、ＰＭＣＨ内のｅＭＢＭＳセッ
ション用の各ＭＴＣＨの一時モバイルグループ識別情報（ＴＭＧＩ）およびオプションセ
ッション識別子と；ＭＢＳＦＮエリアの各ＰＭＣＨを送信するために割り当てられたリソ
ース（すなわち、無線フレームおよびサブフレーム）およびＭＢＳＦＮエリア内のすべて
のＰＭＣＨに割り当てられたリソースの割当て期間（たとえば、４、８、．．．、２５６
フレーム）と；ＭＳＰと呼ばれ、ＭＣＨスケジューリング情報（ＭＳＩ）ＭＡＣ制御要素
がそのＭＳＰ内で一度送信される、ＭＣＨスケジューリング期間（たとえば、８、１６、
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３２、．．．、または１０２４無線フレーム）と；を示すことができる。ＭＢＳＦＮエリ
ア構成メッセージ８０４は、ＭＣＣＨ繰返し期間８１４ごとに受信され得る。ＭＣＣＨ修
正期間８１０の中で受信されたＭＣＣＨ情報変化の通知８０６およびＭＢＳＦＮエリア構
成メッセージ８０４は、次のＭＣＣＨ修正期間８１２の中で適用される。図８には示され
ていないが、ＵＥは、ｅＭＢＭＳ制御／システム情報とともに、（１つまたは複数の）Ｍ
ＴＣＨ（すなわち、トラフィックデータ）を受信することができる。
【００３７】
　[0053]（ｅＭＢＭＳサービスとも呼ばれる）ｅＭＢＭＳセッションを受信することに関
心があるＵＥは、対応するＭＢＳＦＮエリアに入ると（たとえば、ＵＥの移動後、電源が
オンになると）、および、次のＭＣＣＨ修正期間についてＭＣＣＨ情報が変化したことの
通知８０６を受信すると、ＭＣＣＨ情報取得手順を適用してＭＢＳＦＮエリア構成メッセ
ージ８０４を取得する。しかしながら、ＵＥは、ＭＣＣＨ情報取得手順を介して最初のＭ
ＢＳＦＮエリア構成メッセージを取得するまで、ＭＣＣＨ情報が変化したことの通知の監
視を開始しない。さらに、ＭＣＣＨ情報が変化したことの通知の監視をＵＥが行うとき、
ＵＥは、通知を正確に復号することができないこと、または、通知がＭＣＣＨ修正期間内
に送信された後にそのＭＣＣＨ修正期間中にＭＢＳＦＮエリアに入ること、のいずれかに
よって、当該通知を見逃す可能性がある。ＬＴＥのｅＭＢＭＳ用の新しいｅＭＢＭＳセッ
ションの監視に関係する問題に対処するため、または場合によってはＬＴＥのｅＭＢＭＳ
用の新しいｅＭＢＭＳセッションの監視を最適化するための方法および装置が以下に提供
される。
【００３８】
　[0054]図９は、新しいｅＭＢＭＳセッションの監視を最適化する方法のフローチャート
９００である。ステップ９０２で、ＵＥは、関心の１つまたは複数のｅＭＢＭＳセッショ
ンに関連する１つまたは複数のＴＭＧＩの発見を開始する。ＵＥは、ＭＢＳＦＮエリアに
入るとステップ９０２を実行することができる。ＵＥはまた、すでにＭＢＳＦＮエリア内
にいるとき、ＵＥがまだＭＣＣＨ情報を取得しておらず、当該ＭＢＳＦＮエリア内でＭＣ
ＣＨ情報が変化したことの通知を監視していない場合、ステップ９０２を実行することが
できる。ステップ９０４で、ＵＥは、利用可能なＭＢＳＦＮエリアを決定するためにＳＩ
Ｂ１３を取得し、ＴＭＧＩ発見プロセスを終了するためのタイマを始動させる。タイマは
、特定の値までカウントアップするか、特定の値までカウントダウンするか、または場合
によっては、予め定められた時間期間の後ＴＭＧＩ発見プロセスの終了をトリガする時計
であり得る。加えて、ＵＥは、少なくとも１つのＭＣＣＨ修正期間の間、利用可能なＭＢ
ＳＦＮエリアに基づいて、１つまたは複数のＭＣＣＨ情報取得手順を実行してすべてのＭ
ＣＣＨ情報を取得し、同時に、ＭＣＣＨ情報が変化したことの通知を監視する。ステップ
９０６で、ＵＥは、取得されたＭＣＣＨ情報から、どのＴＭＧＩが関心のＴＭＧＩである
かを決定する。関心のＴＭＧＩが１つまたは複数ある場合、ステップ９０８で、ＵＥはＴ
ＭＧＩ発見を終了する。関心のＴＭＧＩがなく、ＵＥが少なくとも１つの完全なＭＣＣＨ
修正期間（たとえば、１つまたは複数の完全なＭＣＣＨ修正期間）の間ＭＣＣＨ情報を取
得しなかった場合、ＵＥは、９０６ａをステップ９０４まで戻る。関心のＴＭＧＩがなく
、ＵＥが少なくとも１つの完全なＭＣＣＨ修正期間の間にＭＣＣＨ情報を取得した場合、
ＵＥは９０６ｂをステップ９１０まで進み、ＵＥはＭＣＣＨ情報が変化したことの通知を
監視する。ＵＥは、ＭＣＣＨ情報取得手順を実行することなく、ステップ９１０を実行し
て、ＭＣＣＨ情報を取得する。ステップ９１０／９１２において、ＵＥは、通知が受信さ
れるか、またはタイマが終了するまで、ＭＣＣＨ情報が変化したことの通知を監視し続け
る。タイマが終了した場合、ステップ９１８で、ＵＥは、すべてのＭＣＣＨ情報を取得し
、取得されたＭＣＣＨ情報から、ＴＭＧＩのうちのどれが関心のＴＭＧＩかを決定する。
１つまたは複数の関心のＴＭＧＩがある場合、ＵＥは、関心のｅＭＢＭＳセッションを見
つけて、ＴＭＧＩ発見を終了する（ステップ９０８）。関心のＴＭＧＩがない場合、ＵＥ
は、関心のｅＭＢＭＳセッションを見つけずに、ＴＭＧＩ発見を終了する（ステップ９０
８）。ステップ９１２で、ＭＣＣＨ情報の変化の通知が受信された場合、ステップ９１４
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で、ＵＥは、ＵＥがＭＣＣＨ情報の変化の通知を受信したＭＣＣＨ修正期間に続くＭＣＣ
Ｈ修正期間の中で、ＭＣＣＨ情報取得手順を実行する。ステップ９１４において、ＭＣＣ
Ｈ情報を取得しながら、ＵＥはＭＣＣＨ情報が変化したことの通知を監視する。ステップ
９１６で、ＵＥは、取得されたＭＣＣＨ情報から、ＴＭＧＩのうちのどれが関心のＴＭＧ
Ｉかを決定する。関心のＴＭＧＩがない場合、ＵＥはステップ９１０に戻り、ＭＣＣＨ情
報が変化したことの通知を監視し続ける。１つまたは複数の関心のＴＭＧＩがある場合、
ＵＥは、関心のｅＭＢＭＳセッションを見つけて、ＴＭＧＩ発見を終了する（ステップ９
０８）。ステップ９１６で、関心のＴＭＧＩを決定する前にタイマが終了した場合、ステ
ップ９１８で、ＵＥは、ＭＣＣＨ情報を取得し、取得されたＭＣＣＨ情報から、ＴＭＧＩ
のうちのどれが関心のＴＭＤＩがあるかどうかを決定する。１つまたは複数の関心のＴＭ
ＧＩがある場合、ＵＥは、関心のｅＭＢＭＳセッションを見つけて、ＴＭＧＩ発見を終了
する（ステップ９０８）。関心のＴＭＧＩがない場合、ＵＥは、関心のｅＭＢＭＳセッシ
ョンを見つけずに、ＴＭＧＩ発見を終了する（ステップ９０８）。
【００３９】
　[0055]図１０は、例示的な方法を示すための図１０００である。図９のステップ９０４
で、ＭＣＣＨの変化の通知を見逃すことを回避するために、ＵＥは、ＭＢＳＦＮエリア構
成メッセージ内のＭＣＣＨ情報を取得しながら同時にＭＣＣＨ情報の変化の通知を監視す
る。ＵＥがＭＣＣＨ情報の変化の通知を監視する前にＭＣＣＨ情報を取得した場合、ＵＥ
はＭＣＣＨ情報の変化の通知を見逃し得る。たとえば、図１０に示されたように、ＵＥが
１０５２でＭＢＳＦＮエリアに入り、ＭＣＣＨ情報を取得しながら、同時に、ＭＣＣＨ情
報の変化の通知を監視すると仮定する。１０５４で、ＵＥは、ＭＣＣＨ修正期間１０４０
の中でＭＣＣＨの変化の通知１００４を検出する。次いで、ＵＥは、１０６２で次のＭＣ
ＣＨ修正期間１０４２の中でＭＣＣＨ情報（ＭＢＳＦＮエリア構成メッセージ）１０１２
を取得し得る。しかしながら、ＵＥがＭＣＣＨ修正期間１０４０の中でＭＣＣＨ情報（Ｍ
ＢＳＦＮエリア構成メッセージ）１００６を取得した後１０５６まで、ＭＣＣＨ情報の変
化の通知を監視することを待った場合、ＵＥは、ＭＣＣＨ修正期間１０４０の中でＭＣＣ
Ｈ情報の変化の通知１００４を受信したはずがなく、したがって、次のＭＣＣＨ修正期間
１０４２の中でＭＣＣＨ情報が変化したことを決定したはずがない。すなわち、ＵＥが１
０５２で入り、ＭＣＣＨ情報の変化の通知１００４を監視しないと仮定する。ＵＥは、１
０５６でＭＣＣＨ情報（ＭＢＳＦＮエリア構成メッセージ）１００６を取得する。ＭＣＣ
Ｈ情報が関心のＴＭＧＩを含んでいないとＵＥが決定した場合、ＵＥは、さらなるＭＣＣ
Ｈ情報を取得せずに、ＭＣＣＨ情報の変化の通知を監視し始める。ＭＣＣＨ修正期間１０
４０の中でＭＣＣＨ情報の変化のさらなる通知がない場合、ＵＥは、ＭＣＣＨ修正期間１
０４２の中でＭＣＣＨ情報を取得しない限り、関心のｅＭＢＭＳセッションがＭＣＣＨ修
正期間１０４２の中で始まることを決定することができない。しかしながら、ＵＥは、Ｍ
ＣＣＨ修正期間１０４２中などで、ＵＥがＭＣＣＨ修正期間１０４２の中で受信するかど
うか分からないＭＣＣＨ情報の変化の通知を受信するまで、ＭＣＣＨ情報を取得すること
を待ち得る。
【００４０】
　[0056]別の例では、ＵＥが１０５８でＭＢＳＦＮエリアに入ると仮定する。ＵＥは、１
０６０でＭＣＣＨ情報（ＭＢＳＦＮエリア構成メッセージ）１００８を取得する。ＭＣＣ
Ｈ情報（ＭＢＳＦＮエリア構成メッセージ）１００８が関心のＴＭＧＩを含んでいないと
ＵＥが決定した場合、ＵＥは、さらなるＭＣＣＨ情報を取得せずに、ＭＣＣＨ情報の変化
の通知を監視し始める。ＭＣＣＨ修正期間１０４０の中にＭＣＣＨ情報の変化のさらなる
通知がないので、ＵＥは、次のＭＣＣＨ修正期間１０４２の中で利用可能なｅＭＢＭＳセ
ッションを見逃す可能性がある。しかしながら、ステップ９０４に関して図９に記載され
たように、ＵＥは、少なくとも１つの完全なＭＣＣＨ修正期間の間ＭＣＣＨ情報を監視し
、したがって、１０６２でＭＣＣＨ情報（ＭＢＳＦＮエリア構成メッセージ）１０１２を
取得し、ＭＣＣＨ修正期間１０４２が関心のｅＭＢＭＳセッションを持っているかどうか
を決定し得る。
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【００４１】
　[0057]図１１は、ワイヤレス通信の第１の方法のフローチャート１１００である。本方
法は、ＵＥによって実行され得る。図１１に示されたように、ステップ１１０２で、ＵＥ
は、マルチキャスト／ブロードキャストセッション発見を開始する。ＵＥは、マルチキャ
スト／ブロードキャストエリアに入ると、またはすでにマルチキャスト／ブロードキャス
トエリア内にいる場合には最初にマルチキャスト／ブロードキャスト制御情報を取得する
ことを決定すると、マルチキャスト／ブロードキャストセッション発見プロセスを開始す
ることができる。ステップ１１０４で、ＵＥは、マルチキャスト／ブロードキャストエリ
アに関連するマルチキャスト／ブロードキャスト制御情報を前もって取得せずに、マルチ
キャスト／ブロードキャスト制御情報の変化の通知を監視する。ステップ１１０６で、Ｕ
Ｅは、マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の変化の通知を監視しながら、マルチ
キャスト／ブロードキャスト制御情報を取得する。マルチキャスト／ブロードキャスト制
御情報は、ＭＣＣＨ内のマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージ（たと
えば、ＭＢＳＦＮエリア構成メッセージ）内で受信することができる。マルチキャスト／
ブロードキャスト制御情報は、特定のｅＭＢＭＳセッション（たとえば、特定のニュース
サービス、スポーツサービス）に関連付けることができる。
【００４２】
　[0058]たとえば、図９、図１０に示されたように、ＵＥは、１０５２でマルチキャスト
／ブロードキャストエリアに入る。１０５２の後、ステップ９０４で、ＵＥは、マルチキ
ャスト／ブロードキャストエリアに関連するマルチキャスト／ブロードキャスト制御情報
を前もって取得せずに、マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の変化の通知を監視
する。したがって、ＵＥは、１０５４でマルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の変
化の通知１００４を受信することができる。ステップ９０４で、ＵＥは、１０５６で、マ
ルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の変化の通知を監視しながら、同時に、マルチ
キャスト／ブロードキャスト制御情報１００６を取得する。
【００４３】
　[0059]図１２は、ワイヤレス通信の第２の方法のフローチャート１２００である。本方
法は、ＵＥによって実行され得る。図１２に示されたように、ステップ１２０２で、ＵＥ
は、マルチキャスト／ブロードキャストセッション発見を開始する。ＵＥは、マルチキャ
スト／ブロードキャストエリアに入ると、またはすでにマルチキャスト／ブロードキャス
トエリア内にいる場合最初にマルチキャスト／ブロードキャスト制御情報を取得すること
を決定すると、マルチキャスト／ブロードキャストセッション発見プロセスを開始し得る
。ステップ１２０４で、ＵＥは、マルチキャスト／ブロードキャストエリアに関連するマ
ルチキャスト／ブロードキャスト制御情報を前もって取得せずに、マルチキャスト／ブロ
ードキャスト制御情報の変化の通知を監視する。ステップ１２０６で、ＵＥは、マルチキ
ャスト／ブロードキャスト制御情報の変化の通知を監視しながら、マルチキャスト／ブロ
ードキャスト制御情報を取得する。ステップ１２０８で、ＵＥは、現在の修正期間の間、
識別子（たとえば、ＴＭＧＩ）を含む第１のマルチキャスト／ブロードキャストエリア構
成メッセージを受信する。識別子はセッションに関連する。ステップ１２１０で、ＵＥは
、識別子が所望のセッションに関連するかどうかを決定する。識別子が所望のセッション
に関連する場合、ステップ１２１２で、ＵＥは発見を終了する。識別子が所望のセッショ
ンに関連しない場合、ステップ１２１４で、ＵＥは、マルチキャスト／ブロードキャスト
制御情報の変化の通知を前もって受信せずに、次の修正期間の間、第２のマルチキャスト
／ブロードキャストエリア構成メッセージを監視する。
【００４４】
　[0060]たとえば、図９、図１０に示されたように、ＵＥは、修正期間１０４０の間の１
０５８でマルチキャスト／ブロードキャストエリアに入る。１０５８の後、ステップ９０
４で、ＵＥは、マルチキャスト／ブロードキャストエリアに関連するマルチキャスト／ブ
ロードキャスト制御情報を前もって取得せずに、マルチキャスト／ブロードキャスト制御
情報の変化の通知を監視する。ＵＥは、１０６０で、マルチキャスト／ブロードキャスト
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制御情報の変化の通知を監視しながら、マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報１０
０８を取得する。ＵＥは、１０６０で、現在の修正期間１０４０の間、識別子（たとえば
、ＴＭＧＩ）を含む第１のマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージ１０
０８を受信する。識別子はセッションに関連する。ステップ９０６で、ＵＥは、識別子が
所望のセッションに関連するかどうかを決定る。識別子が所望のセッションに関連する場
合、ステップ９０８で、ＵＥは発見を終了する。識別子が所望のセッションに関連しない
場合、ＵＥは、少なくとも１つの完全なＭＣＣＨ修正期間の間ＭＣＣＨ情報を取得するた
めに、ステップ９０４に戻る。ステップ９０４で、ＵＥは、マルチキャスト／ブロードキ
ャスト制御情報の変化の通知を前もって受信せずに、次の修正期間１０４２の間、第２の
マルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージ１０１２を監視する。
【００４５】
　[0061]図１３は、ワイヤレス通信の第３の方法のフローチャート１３００である。本方
法は、ＵＥによって実行され得る。図１３に示されたように、ステップ１３０２で、ＵＥ
は、マルチキャスト／ブロードキャストセッション発見を開始する。ＵＥは、マルチキャ
スト／ブロードキャストエリアに入ると、またはすでにマルチキャスト／ブロードキャス
トエリア内にいる場合最初にマルチキャスト／ブロードキャスト制御情報を取得すること
を決定すると、マルチキャスト／ブロードキャストセッション発見プロセスを開始するこ
とができる。ステップ１３０４で、ＵＥは、マルチキャスト／ブロードキャストエリアに
関連するマルチキャスト／ブロードキャスト制御情報を前もって取得せずに、マルチキャ
スト／ブロードキャスト制御情報の変化の通知を監視し得る。ステップ１３０６で、ＵＥ
は、発見プロセスを終了するためのタイマを始動させ得る。ステップ１３０８で、ＵＥは
、マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の変化の通知を監視しながら、マルチキャ
スト／ブロードキャスト制御情報を取得する。ステップ１３１０で、ＵＥは、少なくとも
１つの修正期間の間、少なくとも１つのマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メ
ッセージを受信する。少なくとも１つのマルチキャスト／ブロードキャスト構成メッセー
ジの各々は、セッションに関連する識別子を含み得る。ステップ１３１２で、ＵＥは、各
識別子が所望のセッションに関連するかどうかを決定する。識別子が所望のセッションに
関連する場合、ステップ１３１４で、ＵＥは発見を終了する。各識別子が所望のセッショ
ンに関連しない場合、ステップ１３１６で、ＵＥは、当該少なくとも１つの修正期間に続
く１つまたは複数の修正期間の中で、さらなるマルチキャスト／ブロードキャストエリア
構成メッセージを監視することをやめる（refrain from monitoring）。ステップ１３１
６で、ＵＥは、マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の変化の通知が受信されるか
、またはタイマが終了するまで、さらなるマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成
メッセージを監視することをやめ、ＵＥは、タイマが終了するまで、マルチキャスト／ブ
ロードキャスト制御情報の変化の通知を監視し続ける。ステップ１３１６の後、ＵＥは、
図１４に続く次のステップ（ポイントＡ１３１８）に進む。
【００４６】
　[0062]たとえば、図９に示されたように、ステップ９０４で、ＵＥは、少なくとも１つ
の修正期間の間、少なくとも１つのマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセ
ージを受信し得る。ステップ９０６で、各識別子が所望のセッションに関連しないとＵＥ
が決定した場合、ステップ９１０で、ＵＥは、少なくとも１つの修正期間に続く１つまた
は複数の修正期間の中で、さらなるマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセ
ージを監視することをやめる。ステップ９１０／９１２で、ＵＥは、マルチキャスト／ブ
ロードキャスト制御情報の変化の通知が受信されるか、またはタイマが終了するまで、さ
らなるマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージを監視することをやめ、
ＵＥは、タイマが終了するまで、マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の変化の通
知を監視し続ける。
【００４７】
　[0063]図１４は、ワイヤレス通信の第４の方法のフローチャート１４００である。図１
４に示されたように、図１３から続くポイントＡ１３１８の後、ステップ１４０２で、Ｕ
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Ｅは、第１の修正期間の間、およびタイマが終了する前、マルチキャスト／ブロードキャ
スト制御情報の変化の通知を受信し得る。ステップ１４０４で、ＵＥは、タイマが終了す
る前、および第１の修正期間に続く第２の修正期間の間、少なくとも１つのマルチキャス
ト／ブロードキャストエリア構成メッセージを受信し得る。少なくとも１つのマルチキャ
スト／ブロードキャスト構成メッセージの各々は、セッションに関連する識別子を含み得
る。ステップ１４０６で、ＵＥは、各識別子が所望のセッションに関連するかどうかを決
定し得る。識別子が所望のセッションに関連する場合、ステップ１４０８で、ＵＥは発見
を終了する。そうではなく、各識別子が所望のセッションに関連しない場合、ステップ１
４１０で、ＵＥは、マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の変化の第２の通知が受
信されるか、またはタイマが終了するまで、さらなるマルチキャスト／ブロードキャスト
エリア構成メッセージを監視することをやめる。
【００４８】
　[0064]たとえば、図９に示されたように、ステップ９１０／９１２で、ＵＥは、第１の
修正期間の間、およびタイマが終了する前、マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報
の変化の通知を受信し得る。ステップ９１４で、ＵＥは、タイマが終了する前、および第
１の修正期間に続く第２の修正期間の間、少なくとも１つのマルチキャスト／ブロードキ
ャストエリア構成メッセージを受信し得る。ステップ９１６で、ＵＥは、識別子が所望の
セッションに関連するかどうかを決定し得る。識別子が所望のセッションに関連する場合
、ＵＥはステップ９０８に進み、関心のｅＭＢＭＳセッションを見つけて発見を終了する
。そうではなく、各識別子が所望のセッションに関連しない場合、ＵＥはステップ９１０
に進み、マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の変化の第２の通知が受信されるか
、またはタイマが終了するまで、さらなるマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成
メッセージを監視することをやめる。
【００４９】
　[0065]図１５は、ワイヤレス通信の第５の方法のフローチャート１５００である。図１
５に示されたように、図１３から続くポイントＡ１３１８の後、ステップ１５０２で、タ
イマの終了後、ＵＥは、マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の変化の通知を監視
することを停止（discontinue）し得る。ステップ１５０４で、ＵＥは、少なくとも１つ
のマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージを受信し得る。少なくとも１
つのマルチキャスト／ブロードキャスト構成メッセージの各々は、セッションに関連する
識別子を含み得る。ステップ１５０６で、ＵＥは、各識別子が所望のセッションに関連す
るかどうかを決定し得る。識別子が所望のセッションに関連する場合、ステップ１５０８
で、ＵＥは発見を終了する。各識別子が所望のセッションに関連しない場合、ステップ１
５１０で、ＵＥは、所望のセッションの検索を停止し得る。
【００５０】
　[0066]たとえば、図９に示されたように、（ステップ９１２またはステップ９１６から
の）ステップ９１８で、ＵＥは、マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の変化の通
知を監視することを停止することができる。ステップ９１８で、ＵＥは、少なくとも１つ
のマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージを受信し得る。識別子が所望
のセッションに関連するとＵＥが決定した場合、ステップ９０８で、ＵＥは、関心のｅＭ
ＢＭＳセッションを見つけて発見を終了する。各識別子が所望のセッションに関連しない
とＵＥが決定した場合、ステップ９０８で、ＵＥは、関心のｅＭＢＭＳセッションを見つ
けずに発見を終了する。
【００５１】
　[0067]図１６は、例示的な装置１０２ａ内の様々なモジュール／手段／構成要素間のデ
ータフローを示す概念データフロー図１６００である。装置は、ＭＣＣＨ情報の変化の通
知の監視および取得モジュール１６０２と、ＭＣＣＨ情報の監視および取得モジュール１
６０４と、ＴＭＧＩモジュール１６０６と、タイマモジュール１６０８とを含む。装置１
０２ａが、（たとえば、マルチキャスト／ブロードキャストエリアに入って）ｅＭＢＭＳ
セッション発見の開始を決定したとき、ＭＣＣＨ情報の変化の通知の監視および取得モジ
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ュール１６０２は、マルチキャスト／ブロードキャストエリアに関連するマルチキャスト
／ブロードキャスト制御情報を前もって取得せずに、マルチキャスト／ブロードキャスト
制御情報の変化の通知を監視するように構成され得る。加えて、ＭＣＣＨ情報の監視およ
び取得モジュール１６０４は、マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の変化の通知
を監視しながら、マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報を取得するように構成され
得る。
【００５２】
　[0068]ＭＣＣＨ情報の監視および取得モジュール１６０４は、現在の修正期間の間、識
別子を含む第１のマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージを受信するよ
うに構成され得る。識別子はセッションに関連する。ＭＣＣＨ情報の監視および取得モジ
ュール１６０４は、ＴＭＧＩモジュール１６０６に識別子を提供し、ＴＭＧＩモジュール
１６０６は、識別子が所望のセッションに関連するかどうかを決定するように構成され得
る。識別子が所望のセッションに関連しない場合、ＴＭＧＩモジュール１６０６はＭＣＣ
Ｈ情報の監視および取得モジュール１６０４に通知し、その結果、ＭＣＣＨ情報の監視お
よび取得モジュール１６０４は、マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の変化の通
知を前もって受信せずに、次の修正期間の間、第２のマルチキャスト／ブロードキャスト
エリア構成メッセージを監視し得る。
【００５３】
　[0069]ＭＣＣＨ情報の監視および取得モジュール１６０４は、少なくとも１つの修正期
間の間、少なくとも１つのマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージを受
信するように構成され得る。少なくとも１つのマルチキャスト／ブロードキャスト構成メ
ッセージの各々は、セッションに関連する識別子を含む。ＭＣＣＨ情報の監視および取得
モジュール１６０４は、ＴＭＧＩモジュール１６０６に識別子を提供し、ＴＭＧＩモジュ
ール１６０６は、各識別子が所望のセッションに関連するかどうかを決定するように構成
され得る。各識別子が所望のセッションに関連しないことを決定すると、ＴＭＧＩモジュ
ール１６０６はＭＣＣＨ情報の監視および取得モジュール１６０４に通知し、その結果、
ＭＣＣＨ情報の監視および取得モジュール１６０４は、少なくとも１つの修正期間に続く
１つまたは複数の修正期間の中で、さらなるマルチキャスト／ブロードキャストエリア構
成メッセージを監視することをやめる。
【００５４】
　[0070]ＭＣＣＨ情報の監視および取得モジュール１６０４は、マルチキャスト／ブロー
ドキャスト制御情報の変化の通知がＭＣＣＨ情報の変化の通知の監視および取得モジュー
ル１６０２によって受信されるまで、さらなるマルチキャスト／ブロードキャストエリア
構成メッセージの発生を監視することをやめることができる。タイマモジュール１６０８
はタイマを始動させるように構成され得る。ＭＣＣＨ情報の監視および取得モジュール１
６０４は、マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の変化の通知がＭＣＣＨ情報の変
化の通知の監視および取得モジュール１６０２によって受信されるか、またはタイマが終
了したことをタイマモジュール１６０８がＭＣＣＨ情報の監視および取得モジュール１６
０４に通知するまで、さらなるマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージ
を監視するように構成され得る。
【００５５】
　[0071]タイマモジュール１６０８はタイマを始動させるように構成され得るし、ＭＣＣ
Ｈ情報の変化の通知の監視および取得モジュール１６０２は、タイマが終了したことをタ
イマモジュール１６０８がＭＣＣＨ情報の監視および取得モジュール１６０２に通信する
まで、マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の変化の通知を監視し続けるように構
成され得る。ＭＣＣＨ情報の変化の通知の監視および取得モジュール１６０２は、第１の
修正期間の間、およびタイマが終了する前、マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報
の変化の通知を受信するように構成され得る。ＭＣＣＨ情報の監視および取得モジュール
１６０４は、タイマが終了する前、および第１の修正期間に続く第２の修正期間の間、少
なくとも１つのマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージを受信するよう
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に構成され得る。少なくとも１つのマルチキャスト／ブロードキャスト構成メッセージの
各々は、セッションに関連する識別子を含み得る。ＭＣＣＨ情報の監視および取得モジュ
ール１６０４は、ＴＭＧＩモジュール１６０６に識別子を通信し、ＴＭＧＩモジュール１
６０６は、各識別子が所望のセッションに関連するかどうかを決定する。各識別子が所望
のセッションに関連しないことを決定すると、ＴＭＧＩモジュール１６０６はＭＣＣＨ情
報の監視および取得モジュール１６０４に所望のセッションが見つからなかったことを通
知し、その結果、ＭＣＣＨ情報の監視および取得モジュール１６０４は、マルチキャスト
／ブロードキャスト制御情報の変化の第２の通知が受信されるか、またはタイマの終了の
通知まで、さらなるマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージを監視する
ことをやめる。
【００５６】
　[0072]タイマの終了後、ＭＣＣＨ情報の変化の通知の監視および取得モジュール１６０
２は、マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の変化の通知を監視することを停止す
るように構成され得る。加えて、ＭＣＣＨ情報の監視および取得モジュール１６０４は、
少なくとも１つのマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージを受信するよ
うに構成され得る。少なくとも１つのマルチキャスト／ブロードキャスト構成メッセージ
の各々は、セッションに関連する識別子を含み得る。ＴＭＧＩモジュール１６０６は、Ｍ
ＣＣＨ情報の監視および取得モジュール１６０４から識別子を受信し、各識別子が所望の
セッションに関連するかどうかを決定する。各識別子が所望のセッションに関連しない場
合、ＭＣＣＨ情報の変化の通知の監視および取得モジュール１６０２ならびにＭＣＣＨ情
報の監視および取得モジュール１６０４は、所望のセッションの検索を停止する。
【００５７】
　[0073]本装置は、上述のフローチャート中のアルゴリズムのステップの各々を実行する
追加のモジュールを含み得る。したがって、上述のフローチャート内の各ステップは、１
つのモジュールによって実行され得、装置は、それらのモジュールのうちの１つまたは複
数を含み得る。それらのモジュールは、述べられたプロセス／アルゴリズムを行うように
特に構成された１つまたは複数のハードウェア構成要素であるか、述べられたプロセス／
アルゴリズムを実行するように構成されたプロセッサによって実装されるか、プロセッサ
による実装のためにコンピュータ可読媒体内に記憶されるか、またはそれらの何らかの組
合せであり得る。
【００５８】
　[0074]図１７は、処理システム１７１４を採用する装置１０２ａ’のためのハードウェ
ア実装形態の一例を示す図１７００である。処理システム１７１４は、バス１７２４によ
って概略的に表されるバスアーキテクチャを用いて実装され得る。バス１７２４は、処理
システム１７１４の特定の適用例および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接続
バスおよびブリッジを含み得る。バス１７２４は、プロセッサ１７０４、モジュール１６
０２、１６０４、１６０６、１６０８、およびコンピュータ可読媒体１７０６によって表
される１つまたは複数のプロセッサおよび／またはハードウェアモジュールを含む様々な
回路を互いにリンクする。バス１７２４はまた、タイミングソース、周辺機器、電圧調整
器、および電力管理回路など、様々な他の回路をリンクし得るが、これらの回路は当技術
分野においてよく知られており、したがって、これ以上説明しない。
【００５９】
　[0075]処理システム１７１４は、トランシーバ１７１０に結合され得る。トランシーバ
１７１０は、１つまたは複数のアンテナ１７２０に結合される。トランシーバ１７１０は
、伝送媒体を介して様々な他の装置と通信するための手段を与える。処理システム１７１
４は、コンピュータ可読媒体１７０６に結合されたプロセッサ１７０４を含む。プロセッ
サ１７０４は、コンピュータ可読媒体１７０６に記憶されたソフトウェアの実行を含む一
般的な処理を担当する。ソフトウェアは、プロセッサ１７０４によって実行されたとき、
処理システム１７１４に、任意の特定の装置のための上記で説明した様々な機能を実行さ
せる。コンピュータ可読媒体１７０６はまた、ソフトウェアを実行するときにプロセッサ
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１７０４によって操作されるデータを記憶するために使用され得る。処理システムは、モ
ジュール１６０２とモジュール１６０４とモジュール１６０６とモジュール１６０８のう
ちの少なくとも１つをさらに含む。モジュールは、コンピュータ可読媒体１７０６に常駐
する／記憶されたプロセッサ１７０４の中で実行中のソフトウェアモジュール、プロセッ
サ１７０４に結合した１つまたは複数のハードウェアモジュール、または何らかのそれら
の組合せであり得る。処理システム１７１４は、ＵＥ６５０の構成要素である可能性があ
り、メモリ６６０、および／またはＴＸプロセッサ６６８、ＲＸプロセッサ６５６、およ
びコントローラ／プロセッサ６５９のうちの少なくとも１つを含み得る。
【００６０】
　[0076]１つの構成では、ワイヤレス通信用の装置１０２ａ／１０２ａ’は、マルチキャ
スト／ブロードキャストエリアに関連するマルチキャスト／ブロードキャスト制御情報を
前もって受信せずに、マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の変化の通知を監視す
るための手段と、マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の変化の通知を監視しなが
ら、マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報を取得するための手段とを含む。装置は
、識別子がセッションに関連する現在の修正期間の間、識別子を含む第１のマルチキャス
ト／ブロードキャストエリア構成メッセージを受信するための手段をさらに含むことがで
きる。装置は、識別子が所望のセッションに関連しないことを決定するための手段と、マ
ルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の変化の通知を前もって受信せずに、次の修正
期間の間、第２のマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージを監視するた
めの手段とをさらに含むことができる。装置は、少なくとも１つの修正期間の間、少なく
とも１つのマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージを受信するための手
段をさらに含むことができる。少なくとも１つのマルチキャスト／ブロードキャスト構成
メッセージの各々は、セッションに関連する識別子を含み得る。装置は、各識別子が所望
のセッションに関連するかどうかを決定するための手段と、各識別子が所望のセッション
に関連しないことを決定すると、前記少なくとも１つの修正期間に続く１つまたは複数の
修正期間の中で、さらなるマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージを監
視することをやめるための手段とをさらに含むことができる。装置は、タイマを始動させ
るための手段と、タイマが終了するまでマルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の変
化の通知を監視し続けるための手段とをさらに含むことができる。装置は、第１の修正期
間の間、およびタイマが終了する前、マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の変化
の通知を受信するための手段をさらに含むことができる。装置は、タイマが終了する前、
および第１の修正期間に続く第２の修正期間の間、少なくとも１つのマルチキャスト／ブ
ロードキャストエリア構成メッセージを受信するための手段をさらに含むことができる。
少なくとも１つのマルチキャスト／ブロードキャスト構成メッセージの各々は、セッショ
ンに関連する識別子を含み得る。装置は、各識別子が所望のセッションに関連するかどう
かを決定するための手段と、各識別子が所望のセッションに関連しないことを決定すると
、マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の変化の第２の通知が受信されるか、また
はタイマが終了するまで、さらなるマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセ
ージを監視することを控えるための手段とをさらに含むことができる。装置は、タイマの
終了後、マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の変化の通知を監視することを中止
するための手段をさらに含むことができる。装置は、少なくとも１つのマルチキャスト／
ブロードキャストエリア構成メッセージを受信するための手段をさらに含むことができる
。少なくとも１つのマルチキャスト／ブロードキャスト構成メッセージの各々は、セッシ
ョンに関連する識別子を含み得る。装置は、各識別子が所望のセッションに関連するかど
うかを決定するための手段と、各識別子が所望のセッションに関連しないことを決定する
と、所望のセッションの検索を中止するための手段とを含むことができる。上述の手段は
、上述の手段によって具陳される機能を実行するように構成された、装置１０２ａ、およ
び／または装置１０２ａ’の処理システム１７１４の上述のモジュールのうちの１つまた
は複数であり得る。上記で説明したように、処理システム１７１４は、ＴＸプロセッサ６
６８と、ＲＸプロセッサ６５６と、コントローラ／プロセッサ６５９とを含み得る。した
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がって、一構成では、上述の手段は、上述の手段によって具陳された機能を実行するよう
に構成されたＴＸプロセッサ６６８、ＲＸプロセッサ６５６、およびコントローラ／プロ
セッサ６５９であり得る。
【００６１】
　[0077]開示したプロセスにおけるステップの特定の順序または階層は、例示的な手法の
一例であることを理解されたい。設計上の選好に基づいて、プロセスにおけるステップの
特定の順序または階層は並べ替えることができることを理解されたい。さらに、いくつか
のステップは組み合わせられるかまたは省略され得る。添付の方法クレームは、様々なス
テップの要素を例示的な順序で提示したものであり、提示された特定の順序または階層に
限定されるものではない。
【００６２】
　[0078]以上の説明は、当業者が本明細書で説明した様々な態様を実行できるようにする
ために提供したものである。これらの態様に対する様々な変更は当業者には容易に明らか
であり、本明細書で定義した一般的原理は他の態様に適用され得る。したがって、特許請
求の範囲は、本明細書に示された態様に限定されるものではなく、特許請求の言い回しに
矛盾しない全範囲を与えられるべきであり、単数形の要素への言及は、そのように明記さ
れていない限り、「唯一無二の」を意味するものではなく、「１つまたは複数の」を意味
するものである。別段に明記されていない限り、「いくつかの」という語は「１つまたは
複数の」を表す。当業者に知られている、または後に知られることになる、本開示全体に
わたって説明した様々な態様の要素のすべての構造的および機能的均等物は、参照により
本明細書に明白に組み込まれ、特許請求の範囲に包含されるものである。さらに、本明細
書に開示したいかなることも、そのような開示が特許請求の範囲に明示的に具陳されてい
るかどうかにかかわらず、公に供するものではない。いかなるクレーム要素も、その要素
が「のための手段」という語句を使用して明確に具陳されていない限り、ミーンズプラス
ファンクションとして解釈されるべきではない。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　［１］　マルチキャスト／ブロードキャストエリアに関連するマルチキャスト／ブロー
ドキャスト制御情報を前もって取得せずに、前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御
情報の変化の通知を監視することと、
　前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の前記変化の前記通知を監視しながら
、前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報を取得することと、
　を備える、ワイヤレス通信の方法。
　［２］　現在の修正期間の間、セッションに関連する識別子を含む第１のマルチキャス
ト／ブロードキャストエリア構成メッセージを受信することと、
　前記識別子が所望のセッションに関連しないことを決定することと、
　前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の前記変化の前記通知を前もって受信
せずに、次の修正期間の間、第２のマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセ
ージを監視することと、
　を備える、［１］に記載の方法。
　［３］　少なくとも１つの修正期間の間、少なくとも１つのマルチキャスト／ブロード
キャストエリア構成メッセージを受信することと、前記少なくとも１つのマルチキャスト
／ブロードキャスト構成メッセージの各々はセッションに関連する識別子を含み、
　各識別子が所望のセッションに関連するかどうかを決定することと、
　各識別子が前記所望のセッションに関連しないことを決定すると、前記少なくとも１つ
の修正期間に続く１つまたは複数の修正期間の中で、さらなるマルチキャスト／ブロード
キャストエリア構成メッセージを監視することをやめることと、
　をさらに備える、［１］に記載の方法。
　［４］　前記さらなるマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージを監視
することをやめることは、前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の前記変化の
前記通知が受信されるまで行われる、［３］に記載の方法。
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　［５］　タイマを始動させることをさらに備え、前記さらなるマルチキャスト／ブロー
ドキャストエリア構成メッセージを監視することをやめることは、前記マルチキャスト／
ブロードキャスト制御情報の前記変化の前記通知が受信されるか、または前記タイマが終
了するまで行われる、［３］に記載の方法。
　［６］　タイマを始動させることと、
　前記タイマが終了するまで、前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の前記変
化の前記通知を監視し続けることと、
　をさらに備える、［１］に記載の方法。
　［７］　第１の修正期間の間、および前記タイマが終了する前、前記マルチキャスト／
ブロードキャスト制御情報の前記変化の前記通知を受信することと、
　前記タイマが終了する前、および前記第１の修正期間に続く第２の修正期間の間、少な
くとも１つのマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージを受信することと
、前記少なくとも１つのマルチキャスト／ブロードキャスト構成メッセージの各々はセッ
ションに関連する識別子を含み、
　各識別子が所望のセッションに関連するかどうかを決定することと、
　各識別子が前記所望のセッションに関連しないことを決定すると、前記マルチキャスト
／ブロードキャスト制御情報の前記変化の第２の通知が受信されるか、または前記タイマ
が終了するまで、さらなるマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージを監
視することをやめることと、
　をさらに備える、［６］に記載の方法。
　［８］　前記タイマの終了後、前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の前記
変化の前記通知を監視することを停止することと、
　少なくとも１つのマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージを受信する
ことと、前記少なくとも１つのマルチキャスト／ブロードキャスト構成メッセージの各々
はセッションに関連する識別子を含み、
　各識別子が所望のセッションに関連するかどうかを決定することと、
　各識別子が前記所望のセッションに関連しないことを決定すると、前記所望のセッショ
ンの検索を停止することと、
　をさらに備える、［６］に記載の方法。
　［９］　前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報は、マルチキャスト制御チャ
ネル（ＭＣＣＨ）内のマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージの中で受
信される、［１］に記載の方法。
　［１０］　前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報は、発展型マルチメディア
ブロードキャストマルチキャストサービス（ｅＭＢＭＳ）に関連する、［１］に記載の方
法。
　［１１］　マルチキャスト／ブロードキャストエリアに入ることをさらに備え、前記マ
ルチキャスト／ブロードキャストエリアに入ると、前記監視および前記取得が行われる、
［１］に記載の方法。
　［１２］　マルチキャスト／ブロードキャストエリアに関連するマルチキャスト／ブロ
ードキャスト制御情報を前もって取得せずに、前記マルチキャスト／ブロードキャスト制
御情報の変化の通知を監視する手段と、
　前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の前記変化の前記通知を監視しながら
、前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報を取得する手段と、
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
　［１３］　現在の修正期間の間、セッションに関連する識別子を含む第１のマルチキャ
スト／ブロードキャストエリア構成メッセージを受信する手段と、
　前記識別子が所望のセッションに関連しないことを決定する手段と、
　前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の前記変化の前記通知を前もって受信
せずに、次の修正期間の間、第２のマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセ
ージを監視する手段と、
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　を備える、［１２］に記載の装置。
　［１４］　少なくとも１つの修正期間の間、少なくとも１つのマルチキャスト／ブロー
ドキャストエリア構成メッセージを受信する手段と、前記少なくとも１つのマルチキャス
ト／ブロードキャスト構成メッセージの各々はセッションに関連する識別子を含み、
　各識別子が所望のセッションに関連するかどうかを決定する手段と、
　各識別子が前記所望のセッションに関連しないことを決定すると、前記少なくとも１つ
の修正期間に続く１つまたは複数の修正期間の中で、さらなるマルチキャスト／ブロード
キャストエリア構成メッセージを監視することをやめる手段と、
　をさらに備える、［１２］に記載の装置。
　［１５］　前記さらなるマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージを監
視することをやめる手段は、前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の前記変化
の前記通知が受信されるまで監視することをやめるように構成された、［１４］に記載の
装置。
　［１６］　タイマを始動させる手段をさらに備え、前記さらなるマルチキャスト／ブロ
ードキャストエリア構成メッセージを監視することをやめる手段は、前記マルチキャスト
／ブロードキャスト制御情報の前記変化の前記通知が受信されるか、または前記タイマが
終了するまで監視することをやめるように構成された、［１４］に記載の装置。
　［１７］　タイマを始動させる手段と、
　前記タイマが終了するまで、前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の前記変
化の前記通知を監視し続ける手段と、
　をさらに備える、［１２］に記載の装置。
　［１８］　第１の修正期間の間、および前記タイマが終了する前、前記マルチキャスト
／ブロードキャスト制御情報の前記変化の前記通知を受信する手段と、
　前記タイマが終了する前、および前記第１の修正期間に続く第２の修正期間の間、少な
くとも１つのマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージを受信する手段と
、前記少なくとも１つのマルチキャスト／ブロードキャスト構成メッセージの各々はセッ
ションに関連する識別子を含み、
　各識別子が所望のセッションに関連するかどうかを決定する手段と、
　各識別子が前記所望のセッションに関連しないことを決定すると、前記マルチキャスト
／ブロードキャスト制御情報の前記変化の第２の通知が受信されるか、または前記タイマ
が終了するまで、さらなるマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージを監
視することをやめる手段と、
　をさらに備える、［１７］に記載の装置。
　［１９］　前記タイマの終了後、前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の前
記変化の前記通知を監視することを停止する手段と、
　少なくとも１つのマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージを受信する
手段と、前記少なくとも１つのマルチキャスト／ブロードキャスト構成メッセージの各々
はセッションに関連する識別子を含み、
　各識別子が所望のセッションに関連するかどうかを決定する手段と、
　各識別子が前記所望のセッションに関連しないことを決定すると、前記所望のセッショ
ンの検索を停止する手段と、
　をさらに備える、［１７］に記載の装置。
　［２０］　前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報は、マルチキャスト制御チ
ャネル（ＭＣＣＨ）内のマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージの中で
受信される、［１２］に記載の装置。
　［２１］　前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報は、発展型マルチメディア
ブロードキャストマルチキャストサービス（ｅＭＢＭＳ）に関連する、［１２］に記載の
装置。
　［２２］　前記マルチキャスト／ブロードキャストエリアに入ると、前記マルチキャス
ト／ブロードキャスト制御情報の前記変化の前記通知を監視する手段が監視を開始し、前
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記マルチキャスト／ブロードキャストエリアに入ると、前記マルチキャスト／ブロードキ
ャスト制御情報を取得する手段が取得を開始する、［１２］に記載の装置。
　［２３］　マルチキャスト／ブロードキャストエリアに関連するマルチキャスト／ブロ
ードキャスト制御情報を前もって取得せずに、前記マルチキャスト／ブロードキャスト制
御情報の変化の通知を監視することと、
　前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の前記変化の前記通知を監視しながら
、前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報を取得することと、
　を行うように構成された処理システムを備える、ワイヤレス通信のための装置。
　［２４］　前記処理システムは、
　現在の修正期間の間、セッションに関連する識別子を含む第１のマルチキャスト／ブロ
ードキャストエリア構成メッセージを受信することと、
　前記識別子が所望のセッションに関連しないことを決定することと、
　前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の前記変化の前記通知を前もって受信
せずに、次の修正期間の間、第２のマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセ
ージを監視することと、
　を行うようにさらに構成された、［２３］に記載の装置。
　［２５］　前記処理システムは、
　少なくとも１つの修正期間の間、少なくとも１つのマルチキャスト／ブロードキャスト
エリア構成メッセージを受信することと、前記少なくとも１つのマルチキャスト／ブロー
ドキャスト構成メッセージの各々はセッションに関連する識別子を含み、
　各識別子が所望のセッションに関連するかどうかを決定することと、
　各識別子が前記所望のセッションに関連しないことを決定すると、前記少なくとも１つ
の修正期間に続く１つまたは複数の修正期間の中で、さらなるマルチキャスト／ブロード
キャストエリア構成メッセージを監視することをやめることと、
　を行うようにさらに構成された、［２３］に記載の装置。
　［２６］　前記処理システムは、前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の前
記変化の前記通知が受信されるまで、前記さらなるマルチキャスト／ブロードキャストエ
リア構成メッセージを監視することをやめるように構成された、［２５］に記載の装置。
　［２７］　前記処理システムはタイマを始動させるようにさらに構成され、前記処理シ
ステムは、前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の前記変化の前記通知が受信
されるか、または前記タイマが終了するまで、前記さらなるマルチキャスト／ブロードキ
ャストエリア構成メッセージを監視することをやめるようにさらに構成された、［２５］
に記載の装置。
　［２８］　前記処理システムは、
　タイマを始動させることと、
　前記タイマが終了するまで、前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の前記変
化の前記通知を監視し続けることと、
　を行うようにさらに構成された、［２３］に記載の装置。
　［２９］　前記処理システムは、
　第１の修正期間の間、および前記タイマが終了する前、前記マルチキャスト／ブロード
キャスト制御情報の前記変化の前記通知を受信することと、
　前記タイマが終了する前、および前記第１の修正期間に続く第２の修正期間の間、少な
くとも１つのマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージを受信することと
、前記少なくとも１つのマルチキャスト／ブロードキャスト構成メッセージの各々はセッ
ションに関連する識別子を含み、
　各識別子が所望のセッションに関連するかどうかを決定することと、
　各識別子が前記所望のセッションに関連しないことを決定すると、前記マルチキャスト
／ブロードキャスト制御情報の前記変化の第２の通知が受信されるか、または前記タイマ
が終了するまで、さらなるマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージを監
視することをやめることと、
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　を行うようにさらに構成された、［２８］に記載の装置。
　［３０］　前記処理システムは、
　前記タイマの終了後、前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の前記変化の前
記通知を監視することを停止することと、
　少なくとも１つのマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージを受信する
ことと、前記少なくとも１つのマルチキャスト／ブロードキャスト構成メッセージの各々
はセッションに関連する識別子を含み、
　各識別子が所望のセッションに関連するかどうかを決定することと、
　各識別子が前記所望のセッションに関連しないことを決定すると、前記所望のセッショ
ンの検索を停止することと、
　を行うようにさらに構成された、［２８］に記載の装置。
　［３１］　前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報は、マルチキャスト制御チ
ャネル（ＭＣＣＨ）内のマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージの中で
受信される、［２３］に記載の装置。
　［３２］　前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報は、発展型マルチメディア
ブロードキャストマルチキャストサービス（ｅＭＢＭＳ）に関連する、［２３］に記載の
装置。
　［３３］　前記マルチキャスト／ブロードキャストエリアに入ると、前記処理システム
は、前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の前記変化の前記通知を監視するこ
とを開始し、前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報を取得することを開始する
ように構成された、［２３］に記載の装置。
　［３４］　マルチキャスト／ブロードキャストエリアに関連するマルチキャスト／ブロ
ードキャスト制御情報を前もって取得せずに、前記マルチキャスト／ブロードキャスト制
御情報の変化の通知を監視することと、
　前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の前記変化の前記通知を監視しながら
、前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報を取得することと、
　を行うためのコードを備えるコンピュータ可読媒体を備える、コンピュータプログラム
製品。
　［３５］　前記コンピュータ可読媒体は、
　現在の修正期間の間、セッションに関連する識別子を含む第１のマルチキャスト／ブロ
ードキャストエリア構成メッセージを受信することと、
　前記識別子が所望のセッションに関連しないことを決定することと、
　前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の前記変化の前記通知を前もって受信
せずに、次の修正期間の間、第２のマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセ
ージを監視することと、
　を行うためのコードをさらに備える、［３４］に記載のコンピュータプログラム製品。
　［３６］　前記コンピュータ可読媒体は、
　少なくとも１つの修正期間の間、少なくとも１つのマルチキャスト／ブロードキャスト
エリア構成メッセージを受信することと、前記少なくとも１つのマルチキャスト／ブロー
ドキャスト構成メッセージの各々はセッションに関連する識別子を含み、
　各識別子が所望のセッションに関連するかどうかを決定することと、
　各識別子が前記所望のセッションに関連しないことを決定すると、前記少なくとも１つ
の修正期間に続く１つまたは複数の修正期間の中で、さらなるマルチキャスト／ブロード
キャストエリア構成メッセージを監視することをやめることと、
　を行うためのコードをさらに備える、［３４］に記載のコンピュータプログラム製品。
　［３７］　前記さらなるマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージを監
視することをやめるための前記コードは、前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情
報の前記変化の前記通知が受信されるまで、監視することをやめる、［３６］に記載のコ
ンピュータプログラム製品。
　［３８］　前記コンピュータ可読媒体は、タイマを始動させるためのコードをさらに備
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とをやめるための前記コードは、前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の前記
変化の前記通知が受信されるか、または前記タイマが終了するまで監視することをやめる
、［３６］に記載のコンピュータプログラム製品。
　［３９］　前記コンピュータ可読媒体は、
　タイマを始動させることと、
　前記タイマが終了するまで、前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の前記変
化の前記通知を監視し続けることと、
　を行うためのコードをさらに備える、［３４］に記載のコンピュータプログラム製品。
　［４０］　前記コンピュータ可読媒体は、
　第１の修正期間の間、および前記タイマが終了する前、前記マルチキャスト／ブロード
キャスト制御情報の前記変化の前記通知を受信することと、
　前記タイマが終了する前、および前記第１の修正期間に続く第２の修正期間の間、少な
くとも１つのマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージを受信することと
、前記少なくとも１つのマルチキャスト／ブロードキャスト構成メッセージの各々はセッ
ションに関連する識別子を含み、
　各識別子が所望のセッションに関連するかどうかを決定することと、
　各識別子が前記所望のセッションに関連しないことを決定すると、前記マルチキャスト
／ブロードキャスト制御情報の前記変化の第２の通知が受信されるか、または前記タイマ
が終了するまで、さらなるマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージを監
視することをやめることと、
　を行うためのコードをさらに備える、［３９］に記載のコンピュータプログラム製品。
　［４１］　前記コンピュータ可読媒体は、
　前記タイマの終了後、前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報の前記変化の前
記通知を監視することを停止することと、
　少なくとも１つのマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージを受信する
ことと、前記少なくとも１つのマルチキャスト／ブロードキャスト構成メッセージの各々
がセッションに関連する識別子を含み、
　各識別子が所望のセッションに関連するかどうかを決定することと、
　各識別子が前記所望のセッションに関連しないことを決定すると、前記所望のセッショ
ンの検索を停止することと、
　を行うためのコードをさらに備える、［３９］に記載のコンピュータプログラム製品。
　［４２］　前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報は、マルチキャスト制御チ
ャネル（ＭＣＣＨ）内のマルチキャスト／ブロードキャストエリア構成メッセージの中で
受信される、［３４］に記載のコンピュータプログラム製品。
　［４３］　前記マルチキャスト／ブロードキャスト制御情報は、発展型マルチメディア
ブロードキャストマルチキャストサービス（ｅＭＢＭＳ）に関連する、［３４］に記載の
コンピュータプログラム製品。
　［４４］　前記マルチキャスト／ブロードキャストエリアに入ると、前記マルチキャス
ト／ブロードキャスト制御情報の前記変化の前記通知を監視するための前記コードは監視
を開始し、前記マルチキャスト／ブロードキャストエリアに入ると、前記マルチキャスト
／ブロードキャスト制御情報を取得するための前記コードは取得を開始する、［３４］に
記載のコンピュータプログラム製品。
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